
どうぞよろしくお願い致します。

2021 年度　瓜生山同窓会
通常総会　議事一覧

○第一号議案　2020 年度　事業報告に関する件
○第二号議案　2020 年度　決算報告に関する件
○第三号議案　2021 年度　事業計画に関する件
○第四号議案　2021 年度　事業予算に関する件
採決期限：2021 年８月９日（月）

ご質問は 2021 年 7 月 31 日（土）までに同封の
質問書を用いて FAX して頂くかメールにてお願い致します。
FAX：075－791－8246
メールアドレス：urido.info@gmail.com

蒼天に同封のお葉書にて、各議案に関しての賛否を
ご返答頂きますようお願い致します。
はがきは料金受取人払となっております。
何も記載なしで返信されたはがきは承認と読み返させて頂きます。

会長　冨家 裕久
京都造形芸術大学　1995 年度卒
京都造形芸術大学　大学院　1997 年度卒
環境デザインコース
自分を一言でいうと：恵比須顔

抱負：大学院卒業後、短い期間でしたが建築設計の仕事を務め、早期に独立し現在まで建築設計
事務所を運営しています。過去には母校に非常勤講師として拾っていただいた経験もあり、母校
に対して並々ならぬ思いがあります。事務所のスタッフは 2 名ですが環境デザインコースからの
就職です。同窓会会長を 3 期、5 年目を迎えました。会長としてすべきことも随分学ばせていた
だきました。今期からは同窓会活動の主たる目的として「生涯学習」をキーワードにした事業展
開を進めていきたと考えています。

副会長　渡部 隆志

    1989 年度卒

京都芸術短期大学 専攻科 ビジュアルデザインコース　修了

自分を一言でいうと：山簡倒載

抱負：専攻科修了後、当時のビジュアルデザイン研究室において副手 , 助手を経験させていただき
ました。その後いくつかの芸術系大学への講師としての出講を経て、2003 年に大阪電気通信大学
に着任、2019 年から総合情報学部長を務めています。大学教員として、同窓会が大学の活動に与
える効果を近いところで実感していますので、瓜生山同窓会の運営においても、大学とのつながり
をしっかり結んでまいりたいと考えています。

２
０
２
１
年
度
事
業
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画
︵
案
︶

■
本
部
事
業

・
蒼
天
発
行
︵
紙
面
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
︑Ｗ
Ｅ
Ｂ
へ
の
誘
導
強
化
︶

・
総
会
︵
恐
ら
く
は
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
紙
面
開
催
ま
た
リ
モ
ー
ト
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
︶
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例
年
し
て
き
た
京
都
開
催
の
連
動
企
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の
扱
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︵
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︶
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専
任
者
の
設
置
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２
０
２
１
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度
ホ
ー
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ミ
ン
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大
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連
携
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東
京
支
部
事
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の
連
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Ｏ
Ｇ
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︑
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学
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︵
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事
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援
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ェ
ク
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︑
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展
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︑
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テ
ィ
バ
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︑
ね
ぶ
た
同
窓
会
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コ
ー
ス
幹
事
の
在
り
方
検
討
︑

　
　
今
年
度
の
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
に
向
け
て
の
対
応
検
討

※

法
人
化
ワ
ー
キ
ン
グ
ル
ー
プ
の
再
開

※

本
部
主
催
全
国
キ
ャ
ラ
バ
ン
イ
ベ
ン
ト
の
検
討
︵
コ
ロ
ナ
禍
明
け
に
向
け
て
︶

　
・
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１
０
月
３
０
日
︵
土
︶
の
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
に
合
わ
せ
︑
瓜
生
山
同
窓
会

　
　
で
も
大
変
お
世
話
に
な
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て
い
る
︑
美
術
工
芸
学
科
の

　
　
八
幡
は
る
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先
生
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キ
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タ
イ
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柴
田
純
生
先
生
︵
総
合
造
形
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ラ
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ト
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開
催
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し
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す
︒
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窓
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支
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で
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ワ
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ョ
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て
い
た
だ
き
ま
し
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︑
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会
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︒

　
　
様
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な
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︑

　
　
ど
ん
な
裏
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が
飛
び
出
す
か
楽
し
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で
す
︒︵
菱
田
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支
部
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道
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︑
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庫
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︑
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中
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検
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ー
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︑
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Ｏ
Ｂ
展
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催

　
　
す
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く
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進
め
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お
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が

(
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Ｍ
は
配
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北
海
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で
も
緊
急
事

　
　
態
宣
言
が
延
長
さ
れ
︑
苦
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の
選
択
で

　
　
展
覧
会
は
直
前
で
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中
止
と
な
り
ま
し
た
︒

　
　
Ｗ
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に
つ
い
て
は
大
学
よ
り
柴
田
純
生
先
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に
よ
る
﹁
針
金
ド
ロ
ー
イ
ン
グ
~
自
画
像
を

　
　
描
く
﹂
を
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
で
開
催
︑
リ
モ
ー
ト
で

　
　
し
た
が
き
め
細
や
か
な
ご
指
導
の
も
と
有
意

　
　
義
な
事
業
と
な
り
ま
し
た
︒︵
佐
藤
︶

・
東
京
支
部

今
年
も
や
り
ま
す
オ
ン
ラ
イ
ン
！

　
　
自
分
の
色
を
見
つ
け
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
！

　
　
染
織
テ
キ
ス
タ
イ
ル
コ
ー
ス
の
八
幡
は
る
み
先
生
を
お
招
き
し

　
　﹃
日
本
の
色
﹄
を
テ
ー
マ
と
し
て
︻
自
分
の
色
︼
を
見
つ
け
た
い
と
思
い
ま
す
！

　
　
開
催
日
:
１
１
月
２
７
日
︵
土
︶

※

詳
細
は
決
ま
り
次
第
お
知
ら
せ
し
ま
す
︒︵
矢
渡
︶

・
広
島
支
部

広
島
支
部
で
は
開
催
予
定
で
あ
っ
た
﹁
鞆
︑
散
策
ス
ケ
ッ
チ
﹂
と
﹁
尾
道
︑

ロ
ケ
地
を
め
ぐ
る
﹂
を
１
泊
２
日
で
企
画
中
で
す
︒

　
　
開
催
時
期
は
こ
の
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
で
考
え
て
い
ま
す
︒

コ
ロ
ナ
禍
で
は
あ
り
ま
す
が
︑
準
備
を
進
め
て
い
き
た
い

　
　
と
思
っ
て
い
ま
す
︒︵
河
本
︶

・
九
州
支
部

　
　
九
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支
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は
︑
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を
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上
︑
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︑
現
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今
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︑
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で
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定
で
す
が
︑
年
度
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の
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催
を
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え
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本
部
と
の
打
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合
わ
せ
を
重
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た
く
思
い
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す
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が
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定
次
第
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瓜
同
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や
Ｓ
Ｎ
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で
告
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し
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参
り
ま
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菅
村
︶

■
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会
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業

・
希
望
グ
ル
ー
プ
か
ら
の
申
請
の
受
け
入
れ
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︺=

基
本
事
業
︹
特
︺=

特
別
事
業
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本
︺=

本
部
事
業
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支
︺=

支
部
事
業
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分
︺=

分
科
会
事
業
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２
０
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…
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４
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６
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本
︺
第
１
回
役
員
会

　
　
５
　
月
２
４
日
︹
本
︺
第
１
回
三
役
会

　
　
６
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︹
基
︺
会
報
﹃
蒼
天
﹄
発
行

　
　
５
　
月
２
９
日
︹
本
︺
第
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回
役
員
会

　
　
７
　
月
２
７
日
︹
本
︺
第
３
回
役
員
会

　
　
９
　
月
２
９
日
︹
支
︺
九
州
支
部
会
議

　
　
１
０
月
３
１
日
︹
支
︺
中
部
支
部
会
議

　
　
１
１
月
　
１
日
︹
本
︺
第
４
回
役
員
会

　
　
１
２
月
　
１
日
︹
本
︺
第
５
回
役
員
会

　
　
１
２
月
　
６
日
︹
支
︺
美
唄
支
部
会
議

　
２
０
２
１
年…

…

　
　
１
　
月
２
７
日
︹
本
︺
第
２
回
三
役
会

　
　
２
　
月
２
２
日
︹
支
︺
東
京
支
部
会
議

　
　
３
　
月
　
６
日
︹
支
︺
広
島
支
部
会
議

　
　
３
　
月
１
１
日
︹
支
︺
九
州
支
部
会
議

　
　
４
　
月
　
２
日
︹
本
︺
第
６
回
役
員
会

※

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
為
多
数
の
役
員
会
・
会
議
が
中
止
と
な
り
ま
し
た
︒

■
東
京
支
部
同
窓
会

９
月
２
１
日
︵
月
・
祝
︶
コ
ロ
ナ
禍
で
も

　
工
夫
す
れ
ば
開
催
で
き
る
！
と
オ
ン
ラ
イ
ン

　
Ｗ
Ｓ﹃
夜
光
貝
で
ス
ト
ラ
ッ
プ
を
作
ろ
う
！
﹄

　
を
開
催
︒
京
都
の
キ
ャ
ン
パ
ス
で
歴
史
遺
産

　
学
科
の
岡
田
文
男
先
生
を
お
招
き
し
︑
９
０

　
名
の
参
加
者
は
ご
自
宅
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
で

　
繋
が
り
ま
し
た
︒

自
粛
が
続
く
中
︑
ご
家
族
と
共
に
夜
光
貝
を

　
ひ
た
す
ら
磨
き
︑
先
生
か
ら
の
お
話
も
伺
え

　
古
の
工
芸
品
の
技
術
の
高
さ
に
も
触
れ
た

　
学
び
の
一
日
と
な
り
︑
参
加
者
か
ら
楽
し
か

　
っ
た
と
の
声
を
沢
山
頂
戴
し
︑
先
生
も
お
喜

　
び
で
し
た
︒︵
矢
渡
︶

※

東
京
以
外
の
支
部
事
業
は
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
為
中
止
と
な
り
ま
し
た
︒

2021 年度　瓜生山同窓会三役紹介

副会長　小川 文齋
京都造形芸術大学　1996 年度卒
京都造形芸術大学　大学院　1998 年度卒
彫刻コース
自分を一言でいうと：温和で大雑把

抱負：大学院卒業後、家業を継ぐために陶芸の修行に入り、日展や個展などで作品を発表しながら
作家として活動しながら、彫刻コースの分科会展などに出品してまいりましたが、2014 年に六代
小川文齋を継承し、6 年前に瓜生山同窓会のお話を頂き同窓会運営に関わらせて頂いております。
仕事柄京都を離れにくいため、主に蒼天編集や法人化に関して担当させて頂いています。同窓会が
大学に与える影響力も考えながら、会員の皆様に大学の今、そして卒業生の関われることを、会長
のキーワード「生涯学習」のもと発信していきたいと考えています。
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HCD２０２１開催決定！！
２０２１年度総会

２０２１年度役員紹介
瓜生山同窓会三役紹介

２
０
２
０
年
度
:
役
員
紹
介

︻
役
員
︼

会
　
長
　
:
冨
家
裕
久
︵
大
学
:
環
境
デ
ザ
イ
ン
１
９
９
５
年
度
卒
︶

副
会
長
　
:
渡
部
隆
志
︵
短
大
:
ビ
ジ
ュ
ア
ル
デ
ザ
イ
ン
１
９
８
７
年
度
卒
︶

副
会
長
　
:
小
川
文
齋
︵
大
学
:
彫
刻
１
９
９
６
年
度
卒
︶

会
　
計
　
:
北
川
真
理
子
︵
大
学
:
文
化
財
科
学
１
９
９
９
年
度
卒
︶

書
　
記
　
:
高
橋
保
世
︵
大
学
:
現
代
美
術･

写
真
２
０
１
７
年
度
卒
︶

直
前
会
長
:
菱
田
太
郎
︵
大
学
:
彫
刻
１
９
９
５
年
度
卒
︶

庶
　
務
　
:
北
村
奈
世
︵
大
学
:
染
織
２
０
０
１
年
度
卒
︶

庶
　
務
　
:
岸
田
あ
ゆ
ち
︵
短
大
:
立
体
１
９
９
０
年
度
卒
︶

庶
　
務
　
:
中
井
芙
美
︵
大
学
:
環
境
デ
ザ
イ
ン
２
０
１
２
年
度
卒
︶

監
　
査
　
:
森
梨
絵
︵
大
学
:
こ
ど
も
芸
術
学
科
２
０
１
０
年
度
卒
︶

︿
幹
事
﹀

山
本
慶
太
︵
大
学
:
芸
術
学
１
９
９
７
年
度
卒
︶

吉
村
龍
二
︵
短
大
:
美
学
美
術
史
１
９
８
９
年
度
卒
︶

北
川
真
理
子
︵
大
学
:
文
化
財
科
学
１
９
９
９
年
度
卒
︶

奥
村
直
美
︵
大
学
:
映
像
芸
術
２
０
０
２
年
度
卒
︶

池
田
亜
耶
子
︵
短
大
:
映
像
１
９
９
７
年
度
卒
︶

枡
谷
雄
一
郎
︵
大
学
:
映
像
・
舞
台
芸
術
学
科
２
０
０
３
年
度
卒
︶

後
藤
吉
晃
︵
大
学
:
日
本
画
２
０
０
５
年
度
卒
︶

内
藤
邦
博
︵
短
大
:
日
本
画
１
９
９
０
年
度
卒
︶

岡
林
真
由
子
︵
大
学
:
洋
画
２
０
０
５
年
度
卒
︶

山
本
芳
正
︵
短
大
:
洋
画
１
９
８
０
年
度
卒
︶

塚
本
敬
次
︵
大
学
:
彫
刻
１
９
９
７
年
度
卒
︶

岸
田
あ
ゆ
ち
︵
短
大
:
立
体
１
９
９
０
年
度
卒
︶

田
中
良
昭
︵
短
大
:
陶
芸
１
９
７
８
年
度
卒
︶

西
木
宏
和
︵
大
学
通
信
:
陶
芸
２
０
０
１
年
度
卒
︶

志
村
徹
也
︵
短
大
:
染
織
１
９
９
０
年
度
卒
︶

北
村
奈
世
︵
大
学
:
染
織
２
０
０
１
年
度
卒
︶

バ
ロ
ン
利
名
︵
短
大
:
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
１
９
９
１
年
度
卒
︶

野
口
学
︵
大
学
:
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
２
０
０
２
年
度
卒
︶

遠
藤
伸
也
︵
大
学
:
空
間
デ
ザ
イ
ン
２
０
０
２
年
度
卒
︶

山
田
麗
音
︵
大
学
:
情
報
デ
ザ
イ
ン
２
０
０
８
年
度
卒
︶

渡
部
隆
志
︵
短
大
:
ビ
ジ
ュ
ア
ル
デ
ザ
イ
ン
１
９
８
７
年
度
卒
︶

杉
本
尚
也
︵
大
学
:
環
境
デ
ザ
イ
ン
１
９
９
７
年
度
卒
︶

木
村
行
伸
︵
短
大
:
イ
ン
テ
リ
ア
２
０
０
０
年
度
卒
︶

片
石
高
幸
︵
短
大
:
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
１
９
８
１
年
度
卒
︶

森
梨
絵
︵
大
学
:
こ
ど
も
芸
術
学
科
２
０
１
０
年
度
卒
︶

柳
原
樹
︵
大
学
:
プ
ロ
ダ
ク
ト
デ
ザ
イ
ン
２
０
１
４
年
度
卒
︶

︿
支
部
﹀

︻
北
海
道
︼

支
部
長
　
:
中
田
登
︵
大
学
通
信
:
洋
画
２
０
０
４
年
度
卒
︶

副
支
部
長
:
五
十
嵐
伸
幸
︵
大
学
通
信
:
陶
芸
２
０
０
５
年
度
卒
︶

　
　
　
　
　
佐
藤
き
わ
子
︵
大
学
通
信
:
染
織
２
０
０
５
年
度
卒
︶

　
　
　
　
　
北
百
合
子
︵
大
学
通
信
:
日
本
画
２
０
１
１
年
度
卒
︶

︻
美
唄
︵
北
海
道
︶︼

支
部
長
　
:
五
十
嵐
伸
幸
︵
大
学
通
信
:
陶
芸
２
０
０
５
年
度
卒
︶

　
　
　
　
　
大
井
恵
子
︵
大
学
通
信
:
陶
芸
２
０
０
２
年
度
卒
︶

　
　
　
　
　
佐
藤
き
わ
子
︵
大
学
通
信
:
染
織
２
０
０
５
年
度
卒
︶

　
　
　
　
　
田
中
野
穂
︵
休
養
中
︶︵
大
学
:
陶
芸
２
０
０
９
年
度
卒
︶

　
　
　
　
　
早
野
素
子
︵
大
学
:
彫
刻
１
９
９
４
年
度
卒
︶

︻
東
京
︼

支
部
長
　
:
矢
渡
由
香
︵
短
大
:
イ
ン
テ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
１
９
９
４
年
度
卒
︶

副
支
部
長
:
穴
吹
佳
代
︵
短
大
:
染
織
１
９
９
９
年
度
卒
︶

　
　
　
　
　
長
谷
川
雅
啓
︵
大
学
:
文
化
財
科
学
１
９
９
８
年
度
卒
︶

　
　
　
　
　
目
良
義
夫
︵
短
大
:
イ
ン
テ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
１
９
８
６
年
度
卒
︶

︻
長
野
︼

支
部
長
　
:
塚
原
延
夫
︵
大
学
通
信
:
芸
術
学
２
０
０
４
年
度
卒
︶

︻
中
部
︼

支
部
長
　
:
宮
崎
敦
子
︵
大
学
通
信
:
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
デ
ザ
イ
ン
２
０
０
３
年
度
卒
︶

　
　
　
　
　
大
谷
瑞
穂
︵
大
学
:
日
本
画
１
９
９
９
年
度
卒
︶

︻
兵
庫
︼

支
部
長
　
:
小
川
陽
平
︵
大
学
院
:
環
境
デ
ザ
イ
ン
２
０
０
６
年
度
卒
︶

副
支
部
長
:
松
本
圭
介
︵
大
学
:
環
境
デ
ザ
イ
ン
２
０
０
５
年
度
卒
︶

会
　
　
計
:
東
郷
剛
宗
︵
大
学
:
環
境
デ
ザ
イ
ン
２
０
１
０
年
度
卒
︶

書
　
　
記
:
元
市
通
夫(

大
学
:
環
境
デ
ザ
イ
ン
学
科
・
２
０
０
４
年
度
卒)

庶
　
　
務
:
松
本
絢
子
︵
大
学
:
空
間
演
出
デ
ザ
イ
ン
学
科
・
２
０
１
１
年
度
卒
︶

庶
　
　
務
:
坂
口
あ
か
り
︵
大
学
:
美
術
工
芸
学
科
・
２
０
１
１
年
度
卒
︶

︻
香
川
︼

支
部
長
　
:
清
水
晃
︵
短
大
:
ビ
ジ
ュ
ア
ル
デ
ザ
イ
ン
１
９
７
９
年
度
卒
︶

︻
岡
山
︼

支
部
長
　
:
仁
城
亮
彦
︵
大
学
:
情
報
デ
ザ
イ
ン
１
９
９
４
年
度
卒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
学
通
信
:
芸
術
学
２
０
０
８
年
度
卒
︶

︻
広
島
︼

支
部
長
　
:
河
本
茂
︵
短
大
:
建
築
デ
ザ
イ
ン
１
９
９
０
年
度
卒
︶

副
支
部
長
:
木
村
理
恵
︵
短
大
:
洋
画
２
０
０
０
年
度
卒
︶

︻
九
州
︼

支
部
長
　
:
菅
村
麻
衣
子
︵
大
学
:
芸
術
学
１
９
９
４
年
度
卒
︶

　
　
　
　
　
砂
原
勇
紀
︵
大
学
:
環
境
デ
ザ
イ
ン
２
０
０
６
年
度
卒
︶

　
　
　
　
　
砂
原
明
子
︵
大
学
:
美
術
工
芸
２
０
０
６
年
度
卒
︶

　
２
０
２
１
年
４
月
︑
尾
池
和
夫
先
生
の

後
任
と
し
て
第
６
代
学
長
に
着
任
し
ま
し
た
︒

本
学
は
創
立
３
０
周
年
を
迎
え
︑
通
学
部
︑

通
信
教
育
部
を
合
わ
せ
る
と
学
生
数

１
０
０
０
０
名
を
超
え
る
︑
日
本
で
も
っ
と
も

大
き
な
規
模
の
芸
術
大
学
に
な
り
ま
し
た
︒

人
生
１
０
０
年
時
代
の
本
学
の
使
命
は
︑

１
０
代
︑
２
０
代
の
若
い
人
た
ち
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
︑
８
０
代
︑
９
０
代
に
至
る
ま
で
︑

ど
の
世
代
の
人
た
ち
に
と
っ
て
も
魅
力
あ
る
︑

質
の
高
い
芸
術
教
育
を
実
践
す
る
こ
と
で

あ
る
と
考
え
ま
す
︒

毎
年
力
作
が
展
示
さ
れ
る
卒
業
展
︑

春
秋
座
の
舞
台
公
演
や
和
太
鼓
演
奏
︑

個
性
あ
ふ
れ
る
美
し
い
ね
ぶ
た
の
数
々
な
ど
︑

同
窓
の
皆
さ
ま
に
ご
覧
に
な
っ
て
頂
き
た
い

と
願
っ
て
い
ま
す
︒

コ
ロ
ナ
後
の
日
常
が
戻
り
ま
し
た
ら
︑

ぜ
ひ
京
都
瓜
生
山
の
地
︑

５
９
段
の
大
階
段
の
上
に
立
つ

学
舎
を
お
訪
ね
く
だ
さ
い
︒

𠮷
川
左
紀
子

「学校法人瓜生山学園
ホームカミングデー２０２１」

開催決定！

開催日：２０２１年１０月３０日（土）※事前申込制
会場：オンライン開催

年に一度、懐かしい友人や先生方との
「再会」を楽しめる日、

瓜生山学園の「ホームカミングデー」を開催します！

昨年は新型コロナウイルスの影響で
開催することができませんでしたが、

今年はオンライン開催だからこそ実現できる、
世界中どこにいても参加できる

ホームカミングデーを準備しています。

今年のテーマは「つなぐ」。

ホームカミングデーのテーマが
自動詞の「つなぐ」なのは、

瓜生山学園と同窓会が、
みなさんとつながり続けたいという意思の表明です。

イベント企画の内容は現在進行中ですが、
特別授業や懇親会など、楽しい企画を計画しています。

いま大学でどんな授業が行われているのか、
学生気分にもどって体験してみませんか !?
懐かしい恩師にも出会えるかもしれません。

当時のキャンパスが
どのように成長していっているのかもお見せします。

懐かしい思い出と、進化し続けるいまの大学が
１０月３０日につながります。

/// 現在計画中の企画
・ホームカミングデー式典

・瓜生山芸術賞授賞式
・松陰芸術賞授賞式

・あの先生の特別授業
・なつかしの顔が揃う懇親会

　etc

懇親会は、エントリー式の
オンライン懇親会を予定しています。

どんな懇親会にするかは卒業生の皆さん次第です。
ご友人を誘って、ぜひエントリーしてください。

クラブやサークル、プロジェクト OB・OG、
あのマドンナを囲む会など ... どんな仲間でも結構です。

詳細はホームカミングデー特設サイト
にてお知らせいたします。

URL: http://www.uridou.jp/hcd/2021/　　　　
※２０２１年７月下旬公開予定

恩師とつながり、
なつかしい友人とつながり、

そこからまた新しい明日を築いていきましょう。

皆さまのご参加をお待ちしています。

------------------
お問い合わせ

瓜生山同窓会学内事務局
E-MAIL: uridou@office.kyoto-art.ac.jp

------------------

第６代学長
𠮷川 左紀子 先生

ご就任



どうぞよろしくお願い致します。

2021 年度　瓜生山同窓会
通常総会　議事一覧

○第一号議案　2020 年度　事業報告に関する件
○第二号議案　2020 年度　決算報告に関する件
○第三号議案　2021 年度　事業計画に関する件
○第四号議案　2021 年度　事業予算に関する件
採決期限：2021 年８月９日（月）

ご質問は 2021 年 7 月 31 日（土）までに同封の
質問書を用いて FAX して頂くかメールにてお願い致します。
FAX：075－791－8246
メールアドレス：urido.info@gmail.com

蒼天に同封のお葉書にて、各議案に関しての賛否を
ご返答頂きますようお願い致します。
はがきは料金受取人払となっております。
何も記載なしで返信されたはがきは承認と読み返させて頂きます。

会長　冨家 裕久
京都造形芸術大学　1995 年度卒
京都造形芸術大学　大学院　1997 年度卒
環境デザインコース
自分を一言でいうと：恵比須顔

抱負：大学院卒業後、短い期間でしたが建築設計の仕事を務め、早期に独立し現在まで建築設計
事務所を運営しています。過去には母校に非常勤講師として拾っていただいた経験もあり、母校
に対して並々ならぬ思いがあります。事務所のスタッフは 2 名ですが環境デザインコースからの
就職です。同窓会会長を 3 期、5 年目を迎えました。会長としてすべきことも随分学ばせていた
だきました。今期からは同窓会活動の主たる目的として「生涯学習」をキーワードにした事業展
開を進めていきたと考えています。

副会長　渡部 隆志

    1989 年度卒

京都芸術短期大学 専攻科 ビジュアルデザインコース　修了

自分を一言でいうと：山簡倒載

抱負：専攻科修了後、当時のビジュアルデザイン研究室において副手 , 助手を経験させていただき
ました。その後いくつかの芸術系大学への講師としての出講を経て、2003 年に大阪電気通信大学
に着任、2019 年から総合情報学部長を務めています。大学教員として、同窓会が大学の活動に与
える効果を近いところで実感していますので、瓜生山同窓会の運営においても、大学とのつながり
をしっかり結んでまいりたいと考えています。

２
０
２
１
年
度
事
業
計
画
︵
案
︶

■
本
部
事
業

・
蒼
天
発
行
︵
紙
面
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
︑Ｗ
Ｅ
Ｂ
へ
の
誘
導
強
化
︶

・
総
会
︵
恐
ら
く
は
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
紙
面
開
催
ま
た
リ
モ
ー
ト
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
︶

⇒
例
年
し
て
き
た
京
都
開
催
の
連
動
企
画
の
扱
い
は
保
留

・W
EB

広
報
の
強
化

︵
フ
ェ
ー
ス
ブ
ッ
ク
・
ツ
イ
ッ
タ
ー
・
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
及
び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
︶

⇒
専
任
者
の
設
置
し
定
期
的
情
報
更
新
の
安
定
化

・
２
０
２
１
年
度
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
の
大
学
と
の
連
携

　
　
⇒
東
京
支
部
事
業
と
の
連
動

・
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
展
援
助

・
生
涯
学
習
︑
教
員
派
遣
制
度
の
構
築

・
学
生
支
援
事
業
︵
食
事
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
︑
卒
業
生
記
念
品
贈
呈
︑

　
　
卒
展
同
窓
会
賞
︑
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
特
別
賞
︑
ね
ぶ
た
同
窓
会
賞
︶

※

コ
ー
ス
幹
事
の
在
り
方
検
討
︑

　
　
今
年
度
の
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
に
向
け
て
の
対
応
検
討

※

法
人
化
ワ
ー
キ
ン
グ
ル
ー
プ
の
再
開

※

本
部
主
催
全
国
キ
ャ
ラ
バ
ン
イ
ベ
ン
ト
の
検
討
︵
コ
ロ
ナ
禍
明
け
に
向
け
て
︶

　
・
Ｈ
Ｃ
Ｄ

　
　
１
０
月
３
０
日
︵
土
︶
の
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
に
合
わ
せ
︑
瓜
生
山
同
窓
会

　
　
で
も
大
変
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
︑
美
術
工
芸
学
科
の

　
　
八
幡
は
る
み
先
生
︵
染
織
テ
キ
ス
タ
イ
ル
︶︑

　
　
柴
田
純
生
先
生
︵
総
合
造
形
︶

　
　
の
オ
ン
ラ
イ
ン
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
開
催
い
た
し
ま
す
︒

　
　
お
二
方
に
は
全
国
各
地
の
同
窓
会
支
部
で
講
演
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
講
師
を

　
　
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
︑
い
つ
も
会
員
に
大
好
評
︒

　
　
様
々
な
場
所
で
同
窓
会
員
と
交
流
を
重
ね
て
こ
ら
れ
た
先
生
方
か
ら
︑

　
　
ど
ん
な
裏
話
が
飛
び
出
す
か
楽
し
み
で
す
︒︵
菱
田
︶

■
支
部
事
業

・
北
海
道
︑
美
唄
︑
東
京
︑
中
部
︑
兵
庫
︑
広
島
︑
九
州
の
活
動
支
援

⇒
中
部
支
部
掘
り
起
こ
し
イ
ベ
ン
ト
を
本
部
主
催
で
の
検
討

・
美
唄
支
部

本
年
度
は
６
／
５
に
リ
モ
ー
トW

S

︑

　
　
６
／
１
２
~
２
０
︑
ア
ル
テ
ピ
ア
ッ
ツ
ァ

　
　
美
唄
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
﹃BIBAI

で
ア
ー
ト

　
　
＆
教
員
と
北
海
道
Ｏ
Ｂ
展
﹄
を
開
催

　
　
す
べ
く
準
備
を
進
め
て
お
り
ま
し
た
が

(

Ｄ
Ｍ
は
配
布
済)

北
海
道
で
も
緊
急
事

　
　
態
宣
言
が
延
長
さ
れ
︑
苦
渋
の
選
択
で

　
　
展
覧
会
は
直
前
で
の
中
止
と
な
り
ま
し
た
︒

　
　
Ｗ
Ｓ
に
つ
い
て
は
大
学
よ
り
柴
田
純
生
先
生

　
　
に
よ
る
﹁
針
金
ド
ロ
ー
イ
ン
グ
~
自
画
像
を

　
　
描
く
﹂
を
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
で
開
催
︑
リ
モ
ー
ト
で

　
　
し
た
が
き
め
細
や
か
な
ご
指
導
の
も
と
有
意

　
　
義
な
事
業
と
な
り
ま
し
た
︒︵
佐
藤
︶

・
東
京
支
部

今
年
も
や
り
ま
す
オ
ン
ラ
イ
ン
！

　
　
自
分
の
色
を
見
つ
け
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
！

　
　
染
織
テ
キ
ス
タ
イ
ル
コ
ー
ス
の
八
幡
は
る
み
先
生
を
お
招
き
し

　
　﹃
日
本
の
色
﹄
を
テ
ー
マ
と
し
て
︻
自
分
の
色
︼
を
見
つ
け
た
い
と
思
い
ま
す
！

　
　
開
催
日
:
１
１
月
２
７
日
︵
土
︶

※

詳
細
は
決
ま
り
次
第
お
知
ら
せ
し
ま
す
︒︵
矢
渡
︶

・
広
島
支
部

広
島
支
部
で
は
開
催
予
定
で
あ
っ
た
﹁
鞆
︑
散
策
ス
ケ
ッ
チ
﹂
と
﹁
尾
道
︑

ロ
ケ
地
を
め
ぐ
る
﹂
を
１
泊
２
日
で
企
画
中
で
す
︒

　
　
開
催
時
期
は
こ
の
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
で
考
え
て
い
ま
す
︒

コ
ロ
ナ
禍
で
は
あ
り
ま
す
が
︑
準
備
を
進
め
て
い
き
た
い

　
　
と
思
っ
て
い
ま
す
︒︵
河
本
︶

・
九
州
支
部

　
　
九
州
支
部
で
は
︑
昨
年
度
末
の
企
画
案
で
は
感
染
防
止
対
策
を
万
全
の
上
︑

　
　
２
年
振
り
と
な
る
参
加
型
の
事
業
を
秋
以
降
に
開
催
し
た
い
と
し
て
い
ま
し
た
︒

　
　
し
か
し
︑
現
段
階
で
は
参
加
型
は
今
年
度
も
難
し
い
か
と
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
も
視
野
に
入
れ
︑
ぜ
ひ
︑
何
ら
か
の
形
で
会
員
同
士
を
繋
ぐ
べ
く

　
　
支
部
事
業
を
企
画
し
た
い
で
す
︒
内
容
は
未
定
で
す
が
︑
年
度
内
の
開
催
を

　
　
見
据
え
て
本
部
と
の
打
ち
合
わ
せ
を
重
ね
た
く
思
い
ま
す
︒
詳
細
が
決
定
次
第
︑

　
　
瓜
同
Ｈ
Ｐ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
告
知
し
て
参
り
ま
す
︒︵
菅
村
︶

■
分
科
会
事
業

・
希
望
グ
ル
ー
プ
か
ら
の
申
請
の
受
け
入
れ

２
０
２
０
年
度
瓜
生
山
同
窓
会
事
業
報
告
︵
案
︶

︹
基
︺=

基
本
事
業
︹
特
︺=

特
別
事
業

︹
本
︺=

本
部
事
業
︹
支
︺=

支
部
事
業
︹
分
︺=

分
科
会
事
業

　
２
０
２
０
年…

…
…

　
　
４
　
月
　
６
日
︹
本
︺
第
１
回
役
員
会

　
　
５
　
月
２
４
日
︹
本
︺
第
１
回
三
役
会

　
　
６
　
月
　
　
　
︹
基
︺
会
報
﹃
蒼
天
﹄
発
行

　
　
５
　
月
２
９
日
︹
本
︺
第
２
回
役
員
会

　
　
７
　
月
２
７
日
︹
本
︺
第
３
回
役
員
会

　
　
９
　
月
２
９
日
︹
支
︺
九
州
支
部
会
議

　
　
１
０
月
３
１
日
︹
支
︺
中
部
支
部
会
議

　
　
１
１
月
　
１
日
︹
本
︺
第
４
回
役
員
会

　
　
１
２
月
　
１
日
︹
本
︺
第
５
回
役
員
会

　
　
１
２
月
　
６
日
︹
支
︺
美
唄
支
部
会
議

　
２
０
２
１
年…

…

　
　
１
　
月
２
７
日
︹
本
︺
第
２
回
三
役
会

　
　
２
　
月
２
２
日
︹
支
︺
東
京
支
部
会
議

　
　
３
　
月
　
６
日
︹
支
︺
広
島
支
部
会
議

　
　
３
　
月
１
１
日
︹
支
︺
九
州
支
部
会
議

　
　
４
　
月
　
２
日
︹
本
︺
第
６
回
役
員
会

※

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
為
多
数
の
役
員
会
・
会
議
が
中
止
と
な
り
ま
し
た
︒

■
東
京
支
部
同
窓
会

９
月
２
１
日
︵
月
・
祝
︶
コ
ロ
ナ
禍
で
も

　
工
夫
す
れ
ば
開
催
で
き
る
！
と
オ
ン
ラ
イ
ン

　
Ｗ
Ｓ﹃
夜
光
貝
で
ス
ト
ラ
ッ
プ
を
作
ろ
う
！
﹄

　
を
開
催
︒
京
都
の
キ
ャ
ン
パ
ス
で
歴
史
遺
産

　
学
科
の
岡
田
文
男
先
生
を
お
招
き
し
︑
９
０

　
名
の
参
加
者
は
ご
自
宅
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
で

　
繋
が
り
ま
し
た
︒

自
粛
が
続
く
中
︑
ご
家
族
と
共
に
夜
光
貝
を

　
ひ
た
す
ら
磨
き
︑
先
生
か
ら
の
お
話
も
伺
え

　
古
の
工
芸
品
の
技
術
の
高
さ
に
も
触
れ
た

　
学
び
の
一
日
と
な
り
︑
参
加
者
か
ら
楽
し
か

　
っ
た
と
の
声
を
沢
山
頂
戴
し
︑
先
生
も
お
喜

　
び
で
し
た
︒︵
矢
渡
︶

※

東
京
以
外
の
支
部
事
業
は
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
為
中
止
と
な
り
ま
し
た
︒

2021 年度　瓜生山同窓会三役紹介

副会長　小川 文齋
京都造形芸術大学　1996 年度卒
京都造形芸術大学　大学院　1998 年度卒
彫刻コース
自分を一言でいうと：温和で大雑把

抱負：大学院卒業後、家業を継ぐために陶芸の修行に入り、日展や個展などで作品を発表しながら
作家として活動しながら、彫刻コースの分科会展などに出品してまいりましたが、2014 年に六代
小川文齋を継承し、6 年前に瓜生山同窓会のお話を頂き同窓会運営に関わらせて頂いております。
仕事柄京都を離れにくいため、主に蒼天編集や法人化に関して担当させて頂いています。同窓会が
大学に与える影響力も考えながら、会員の皆様に大学の今、そして卒業生の関われることを、会長
のキーワード「生涯学習」のもと発信していきたいと考えています。

○
第
一
号
議
案
　
２
０
２
０
年
度
　
事
業
報
告
に
関
す
る
件

○
第
三
号
議
案
　
２
０
２
１
年
度
　
事
業
計
画
に
関
す
る
件

○
第
二
号
議
案
　
２
０
２
０
年
度
　
決
算
報
告
に
関
す
る
件

○
第
四
号
議
案
　
２
０
２
１
年
度
　
事
業
予
算
に
関
す
る
件

蒼
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HCD２０２１開催決定！！
２０２１年度総会

２０２１年度役員紹介
瓜生山同窓会三役紹介

２
０
２
０
年
度
:
役
員
紹
介

︻
役
員
︼

会
　
長
　
:
冨
家
裕
久
︵
大
学
:
環
境
デ
ザ
イ
ン
１
９
９
５
年
度
卒
︶

副
会
長
　
:
渡
部
隆
志
︵
短
大
:
ビ
ジ
ュ
ア
ル
デ
ザ
イ
ン
１
９
８
７
年
度
卒
︶

副
会
長
　
:
小
川
文
齋
︵
大
学
:
彫
刻
１
９
９
６
年
度
卒
︶

会
　
計
　
:
北
川
真
理
子
︵
大
学
:
文
化
財
科
学
１
９
９
９
年
度
卒
︶

書
　
記
　
:
高
橋
保
世
︵
大
学
:
現
代
美
術･

写
真
２
０
１
７
年
度
卒
︶

直
前
会
長
:
菱
田
太
郎
︵
大
学
:
彫
刻
１
９
９
５
年
度
卒
︶

庶
　
務
　
:
北
村
奈
世
︵
大
学
:
染
織
２
０
０
１
年
度
卒
︶

庶
　
務
　
:
岸
田
あ
ゆ
ち
︵
短
大
:
立
体
１
９
９
０
年
度
卒
︶

庶
　
務
　
:
中
井
芙
美
︵
大
学
:
環
境
デ
ザ
イ
ン
２
０
１
２
年
度
卒
︶

監
　
査
　
:
森
梨
絵
︵
大
学
:
こ
ど
も
芸
術
学
科
２
０
１
０
年
度
卒
︶

︿
幹
事
﹀

山
本
慶
太
︵
大
学
:
芸
術
学
１
９
９
７
年
度
卒
︶

吉
村
龍
二
︵
短
大
:
美
学
美
術
史
１
９
８
９
年
度
卒
︶

北
川
真
理
子
︵
大
学
:
文
化
財
科
学
１
９
９
９
年
度
卒
︶

奥
村
直
美
︵
大
学
:
映
像
芸
術
２
０
０
２
年
度
卒
︶

池
田
亜
耶
子
︵
短
大
:
映
像
１
９
９
７
年
度
卒
︶

枡
谷
雄
一
郎
︵
大
学
:
映
像
・
舞
台
芸
術
学
科
２
０
０
３
年
度
卒
︶

後
藤
吉
晃
︵
大
学
:
日
本
画
２
０
０
５
年
度
卒
︶

内
藤
邦
博
︵
短
大
:
日
本
画
１
９
９
０
年
度
卒
︶

岡
林
真
由
子
︵
大
学
:
洋
画
２
０
０
５
年
度
卒
︶

山
本
芳
正
︵
短
大
:
洋
画
１
９
８
０
年
度
卒
︶

塚
本
敬
次
︵
大
学
:
彫
刻
１
９
９
７
年
度
卒
︶

岸
田
あ
ゆ
ち
︵
短
大
:
立
体
１
９
９
０
年
度
卒
︶

田
中
良
昭
︵
短
大
:
陶
芸
１
９
７
８
年
度
卒
︶

西
木
宏
和
︵
大
学
通
信
:
陶
芸
２
０
０
１
年
度
卒
︶

志
村
徹
也
︵
短
大
:
染
織
１
９
９
０
年
度
卒
︶

北
村
奈
世
︵
大
学
:
染
織
２
０
０
１
年
度
卒
︶

バ
ロ
ン
利
名
︵
短
大
:
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
１
９
９
１
年
度
卒
︶

野
口
学
︵
大
学
:
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
２
０
０
２
年
度
卒
︶

遠
藤
伸
也
︵
大
学
:
空
間
デ
ザ
イ
ン
２
０
０
２
年
度
卒
︶

山
田
麗
音
︵
大
学
:
情
報
デ
ザ
イ
ン
２
０
０
８
年
度
卒
︶

渡
部
隆
志
︵
短
大
:
ビ
ジ
ュ
ア
ル
デ
ザ
イ
ン
１
９
８
７
年
度
卒
︶

杉
本
尚
也
︵
大
学
:
環
境
デ
ザ
イ
ン
１
９
９
７
年
度
卒
︶

木
村
行
伸
︵
短
大
:
イ
ン
テ
リ
ア
２
０
０
０
年
度
卒
︶

片
石
高
幸
︵
短
大
:
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
１
９
８
１
年
度
卒
︶

森
梨
絵
︵
大
学
:
こ
ど
も
芸
術
学
科
２
０
１
０
年
度
卒
︶

柳
原
樹
︵
大
学
:
プ
ロ
ダ
ク
ト
デ
ザ
イ
ン
２
０
１
４
年
度
卒
︶

︿
支
部
﹀

︻
北
海
道
︼

支
部
長
　
:
中
田
登
︵
大
学
通
信
:
洋
画
２
０
０
４
年
度
卒
︶

副
支
部
長
:
五
十
嵐
伸
幸
︵
大
学
通
信
:
陶
芸
２
０
０
５
年
度
卒
︶

　
　
　
　
　
佐
藤
き
わ
子
︵
大
学
通
信
:
染
織
２
０
０
５
年
度
卒
︶

　
　
　
　
　
北
百
合
子
︵
大
学
通
信
:
日
本
画
２
０
１
１
年
度
卒
︶

︻
美
唄
︵
北
海
道
︶︼

支
部
長
　
:
五
十
嵐
伸
幸
︵
大
学
通
信
:
陶
芸
２
０
０
５
年
度
卒
︶

　
　
　
　
　
大
井
恵
子
︵
大
学
通
信
:
陶
芸
２
０
０
２
年
度
卒
︶

　
　
　
　
　
佐
藤
き
わ
子
︵
大
学
通
信
:
染
織
２
０
０
５
年
度
卒
︶

　
　
　
　
　
田
中
野
穂
︵
休
養
中
︶︵
大
学
:
陶
芸
２
０
０
９
年
度
卒
︶

　
　
　
　
　
早
野
素
子
︵
大
学
:
彫
刻
１
９
９
４
年
度
卒
︶

︻
東
京
︼

支
部
長
　
:
矢
渡
由
香
︵
短
大
:
イ
ン
テ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
１
９
９
４
年
度
卒
︶

副
支
部
長
:
穴
吹
佳
代
︵
短
大
:
染
織
１
９
９
９
年
度
卒
︶

　
　
　
　
　
長
谷
川
雅
啓
︵
大
学
:
文
化
財
科
学
１
９
９
８
年
度
卒
︶

　
　
　
　
　
目
良
義
夫
︵
短
大
:
イ
ン
テ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
１
９
８
６
年
度
卒
︶

︻
長
野
︼

支
部
長
　
:
塚
原
延
夫
︵
大
学
通
信
:
芸
術
学
２
０
０
４
年
度
卒
︶

︻
中
部
︼

支
部
長
　
:
宮
崎
敦
子
︵
大
学
通
信
:
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
デ
ザ
イ
ン
２
０
０
３
年
度
卒
︶

　
　
　
　
　
大
谷
瑞
穂
︵
大
学
:
日
本
画
１
９
９
９
年
度
卒
︶

︻
兵
庫
︼

支
部
長
　
:
小
川
陽
平
︵
大
学
院
:
環
境
デ
ザ
イ
ン
２
０
０
６
年
度
卒
︶

副
支
部
長
:
松
本
圭
介
︵
大
学
:
環
境
デ
ザ
イ
ン
２
０
０
５
年
度
卒
︶

会
　
　
計
:
東
郷
剛
宗
︵
大
学
:
環
境
デ
ザ
イ
ン
２
０
１
０
年
度
卒
︶

書
　
　
記
:
元
市
通
夫(

大
学
:
環
境
デ
ザ
イ
ン
学
科
・
２
０
０
４
年
度
卒)

庶
　
　
務
:
松
本
絢
子
︵
大
学
:
空
間
演
出
デ
ザ
イ
ン
学
科
・
２
０
１
１
年
度
卒
︶

庶
　
　
務
:
坂
口
あ
か
り
︵
大
学
:
美
術
工
芸
学
科
・
２
０
１
１
年
度
卒
︶

︻
香
川
︼

支
部
長
　
:
清
水
晃
︵
短
大
:
ビ
ジ
ュ
ア
ル
デ
ザ
イ
ン
１
９
７
９
年
度
卒
︶

︻
岡
山
︼

支
部
長
　
:
仁
城
亮
彦
︵
大
学
:
情
報
デ
ザ
イ
ン
１
９
９
４
年
度
卒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
学
通
信
:
芸
術
学
２
０
０
８
年
度
卒
︶

︻
広
島
︼

支
部
長
　
:
河
本
茂
︵
短
大
:
建
築
デ
ザ
イ
ン
１
９
９
０
年
度
卒
︶

副
支
部
長
:
木
村
理
恵
︵
短
大
:
洋
画
２
０
０
０
年
度
卒
︶

︻
九
州
︼

支
部
長
　
:
菅
村
麻
衣
子
︵
大
学
:
芸
術
学
１
９
９
４
年
度
卒
︶

　
　
　
　
　
砂
原
勇
紀
︵
大
学
:
環
境
デ
ザ
イ
ン
２
０
０
６
年
度
卒
︶

　
　
　
　
　
砂
原
明
子
︵
大
学
:
美
術
工
芸
２
０
０
６
年
度
卒
︶

　
２
０
２
１
年
４
月
︑
尾
池
和
夫
先
生
の

後
任
と
し
て
第
６
代
学
長
に
着
任
し
ま
し
た
︒

本
学
は
創
立
３
０
周
年
を
迎
え
︑
通
学
部
︑

通
信
教
育
部
を
合
わ
せ
る
と
学
生
数

１
０
０
０
０
名
を
超
え
る
︑
日
本
で
も
っ
と
も

大
き
な
規
模
の
芸
術
大
学
に
な
り
ま
し
た
︒

人
生
１
０
０
年
時
代
の
本
学
の
使
命
は
︑

１
０
代
︑
２
０
代
の
若
い
人
た
ち
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
︑
８
０
代
︑
９
０
代
に
至
る
ま
で
︑

ど
の
世
代
の
人
た
ち
に
と
っ
て
も
魅
力
あ
る
︑

質
の
高
い
芸
術
教
育
を
実
践
す
る
こ
と
で

あ
る
と
考
え
ま
す
︒

毎
年
力
作
が
展
示
さ
れ
る
卒
業
展
︑

春
秋
座
の
舞
台
公
演
や
和
太
鼓
演
奏
︑

個
性
あ
ふ
れ
る
美
し
い
ね
ぶ
た
の
数
々
な
ど
︑

同
窓
の
皆
さ
ま
に
ご
覧
に
な
っ
て
頂
き
た
い

と
願
っ
て
い
ま
す
︒

コ
ロ
ナ
後
の
日
常
が
戻
り
ま
し
た
ら
︑

ぜ
ひ
京
都
瓜
生
山
の
地
︑

５
９
段
の
大
階
段
の
上
に
立
つ

学
舎
を
お
訪
ね
く
だ
さ
い
︒

𠮷
川
左
紀
子

「学校法人瓜生山学園
ホームカミングデー２０２１」

開催決定！

開催日：２０２１年１０月３０日（土）※事前申込制
会場：オンライン開催

年に一度、懐かしい友人や先生方との
「再会」を楽しめる日、

瓜生山学園の「ホームカミングデー」を開催します！

昨年は新型コロナウイルスの影響で
開催することができませんでしたが、

今年はオンライン開催だからこそ実現できる、
世界中どこにいても参加できる

ホームカミングデーを準備しています。

今年のテーマは「つなぐ」。

ホームカミングデーのテーマが
自動詞の「つなぐ」なのは、

瓜生山学園と同窓会が、
みなさんとつながり続けたいという意思の表明です。

イベント企画の内容は現在進行中ですが、
特別授業や懇親会など、楽しい企画を計画しています。

いま大学でどんな授業が行われているのか、
学生気分にもどって体験してみませんか !?
懐かしい恩師にも出会えるかもしれません。

当時のキャンパスが
どのように成長していっているのかもお見せします。

懐かしい思い出と、進化し続けるいまの大学が
１０月３０日につながります。

/// 現在計画中の企画
・ホームカミングデー式典

・瓜生山芸術賞授賞式
・松陰芸術賞授賞式

・あの先生の特別授業
・なつかしの顔が揃う懇親会

　etc

懇親会は、エントリー式の
オンライン懇親会を予定しています。

どんな懇親会にするかは卒業生の皆さん次第です。
ご友人を誘って、ぜひエントリーしてください。

クラブやサークル、プロジェクト OB・OG、
あのマドンナを囲む会など ... どんな仲間でも結構です。

詳細はホームカミングデー特設サイト
にてお知らせいたします。

URL: http://www.uridou.jp/hcd/2021/　　　　
※２０２１年７月下旬公開予定

恩師とつながり、
なつかしい友人とつながり、

そこからまた新しい明日を築いていきましょう。

皆さまのご参加をお待ちしています。

------------------
お問い合わせ

瓜生山同窓会学内事務局
E-MAIL: uridou@office.kyoto-art.ac.jp

------------------

第６代学長
𠮷川 左紀子 先生

ご就任



どうぞよろしくお願い致します。

2021 年度　瓜生山同窓会
通常総会　議事一覧

○第一号議案　2020 年度　事業報告に関する件
○第二号議案　2020 年度　決算報告に関する件
○第三号議案　2021 年度　事業計画に関する件
○第四号議案　2021 年度　事業予算に関する件
採決期限：2021 年８月９日（月）

ご質問は 2021 年 7 月 31 日（土）までに同封の
質問書を用いて FAX して頂くかメールにてお願い致します。
FAX：075－791－8246
メールアドレス：urido.info@gmail.com

蒼天に同封のお葉書にて、各議案に関しての賛否を
ご返答頂きますようお願い致します。
はがきは料金受取人払となっております。
何も記載なしで返信されたはがきは承認と読み返させて頂きます。

会長　冨家 裕久
京都造形芸術大学　1995 年度卒
京都造形芸術大学　大学院　1997 年度卒
環境デザインコース
自分を一言でいうと：恵比須顔

抱負：大学院卒業後、短い期間でしたが建築設計の仕事を務め、早期に独立し現在まで建築設計
事務所を運営しています。過去には母校に非常勤講師として拾っていただいた経験もあり、母校
に対して並々ならぬ思いがあります。事務所のスタッフは 2 名ですが環境デザインコースからの
就職です。同窓会会長を 3 期、5 年目を迎えました。会長としてすべきことも随分学ばせていた
だきました。今期からは同窓会活動の主たる目的として「生涯学習」をキーワードにした事業展
開を進めていきたと考えています。

副会長　渡部 隆志

    1989 年度卒

京都芸術短期大学 専攻科 ビジュアルデザインコース　修了

自分を一言でいうと：山簡倒載

抱負：専攻科修了後、当時のビジュアルデザイン研究室において副手 , 助手を経験させていただき
ました。その後いくつかの芸術系大学への講師としての出講を経て、2003 年に大阪電気通信大学
に着任、2019 年から総合情報学部長を務めています。大学教員として、同窓会が大学の活動に与
える効果を近いところで実感していますので、瓜生山同窓会の運営においても、大学とのつながり
をしっかり結んでまいりたいと考えています。

２
０
２
１
年
度
事
業
計
画
︵
案
︶

■
本
部
事
業

・
蒼
天
発
行
︵
紙
面
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
︑Ｗ
Ｅ
Ｂ
へ
の
誘
導
強
化
︶

・
総
会
︵
恐
ら
く
は
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
紙
面
開
催
ま
た
リ
モ
ー
ト
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
︶

⇒
例
年
し
て
き
た
京
都
開
催
の
連
動
企
画
の
扱
い
は
保
留

・W
EB

広
報
の
強
化

︵
フ
ェ
ー
ス
ブ
ッ
ク
・
ツ
イ
ッ
タ
ー
・
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
及
び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
︶

⇒
専
任
者
の
設
置
し
定
期
的
情
報
更
新
の
安
定
化

・
２
０
２
１
年
度
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
の
大
学
と
の
連
携

　
　
⇒
東
京
支
部
事
業
と
の
連
動

・
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
展
援
助

・
生
涯
学
習
︑
教
員
派
遣
制
度
の
構
築

・
学
生
支
援
事
業
︵
食
事
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
︑
卒
業
生
記
念
品
贈
呈
︑

　
　
卒
展
同
窓
会
賞
︑
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
特
別
賞
︑
ね
ぶ
た
同
窓
会
賞
︶

※

コ
ー
ス
幹
事
の
在
り
方
検
討
︑

　
　
今
年
度
の
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
に
向
け
て
の
対
応
検
討

※

法
人
化
ワ
ー
キ
ン
グ
ル
ー
プ
の
再
開

※

本
部
主
催
全
国
キ
ャ
ラ
バ
ン
イ
ベ
ン
ト
の
検
討
︵
コ
ロ
ナ
禍
明
け
に
向
け
て
︶

　
・
Ｈ
Ｃ
Ｄ

　
　
１
０
月
３
０
日
︵
土
︶
の
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
に
合
わ
せ
︑
瓜
生
山
同
窓
会

　
　
で
も
大
変
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
︑
美
術
工
芸
学
科
の

　
　
八
幡
は
る
み
先
生
︵
染
織
テ
キ
ス
タ
イ
ル
︶︑

　
　
柴
田
純
生
先
生
︵
総
合
造
形
︶

　
　
の
オ
ン
ラ
イ
ン
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
開
催
い
た
し
ま
す
︒

　
　
お
二
方
に
は
全
国
各
地
の
同
窓
会
支
部
で
講
演
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
講
師
を

　
　
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
︑
い
つ
も
会
員
に
大
好
評
︒

　
　
様
々
な
場
所
で
同
窓
会
員
と
交
流
を
重
ね
て
こ
ら
れ
た
先
生
方
か
ら
︑

　
　
ど
ん
な
裏
話
が
飛
び
出
す
か
楽
し
み
で
す
︒︵
菱
田
︶

■
支
部
事
業

・
北
海
道
︑
美
唄
︑
東
京
︑
中
部
︑
兵
庫
︑
広
島
︑
九
州
の
活
動
支
援

⇒
中
部
支
部
掘
り
起
こ
し
イ
ベ
ン
ト
を
本
部
主
催
で
の
検
討

・
美
唄
支
部

本
年
度
は
６
／
５
に
リ
モ
ー
トW

S

︑

　
　
６
／
１
２
~
２
０
︑
ア
ル
テ
ピ
ア
ッ
ツ
ァ

　
　
美
唄
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
﹃BIBAI

で
ア
ー
ト

　
　
＆
教
員
と
北
海
道
Ｏ
Ｂ
展
﹄
を
開
催

　
　
す
べ
く
準
備
を
進
め
て
お
り
ま
し
た
が

(

Ｄ
Ｍ
は
配
布
済)

北
海
道
で
も
緊
急
事

　
　
態
宣
言
が
延
長
さ
れ
︑
苦
渋
の
選
択
で

　
　
展
覧
会
は
直
前
で
の
中
止
と
な
り
ま
し
た
︒

　
　
Ｗ
Ｓ
に
つ
い
て
は
大
学
よ
り
柴
田
純
生
先
生

　
　
に
よ
る
﹁
針
金
ド
ロ
ー
イ
ン
グ
~
自
画
像
を

　
　
描
く
﹂
を
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
で
開
催
︑
リ
モ
ー
ト
で

　
　
し
た
が
き
め
細
や
か
な
ご
指
導
の
も
と
有
意

　
　
義
な
事
業
と
な
り
ま
し
た
︒︵
佐
藤
︶

・
東
京
支
部

今
年
も
や
り
ま
す
オ
ン
ラ
イ
ン
！

　
　
自
分
の
色
を
見
つ
け
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
！

　
　
染
織
テ
キ
ス
タ
イ
ル
コ
ー
ス
の
八
幡
は
る
み
先
生
を
お
招
き
し

　
　﹃
日
本
の
色
﹄
を
テ
ー
マ
と
し
て
︻
自
分
の
色
︼
を
見
つ
け
た
い
と
思
い
ま
す
！

　
　
開
催
日
:
１
１
月
２
７
日
︵
土
︶

※

詳
細
は
決
ま
り
次
第
お
知
ら
せ
し
ま
す
︒︵
矢
渡
︶

・
広
島
支
部

広
島
支
部
で
は
開
催
予
定
で
あ
っ
た
﹁
鞆
︑
散
策
ス
ケ
ッ
チ
﹂
と
﹁
尾
道
︑

ロ
ケ
地
を
め
ぐ
る
﹂
を
１
泊
２
日
で
企
画
中
で
す
︒

　
　
開
催
時
期
は
こ
の
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
で
考
え
て
い
ま
す
︒

コ
ロ
ナ
禍
で
は
あ
り
ま
す
が
︑
準
備
を
進
め
て
い
き
た
い

　
　
と
思
っ
て
い
ま
す
︒︵
河
本
︶

・
九
州
支
部

　
　
九
州
支
部
で
は
︑
昨
年
度
末
の
企
画
案
で
は
感
染
防
止
対
策
を
万
全
の
上
︑

　
　
２
年
振
り
と
な
る
参
加
型
の
事
業
を
秋
以
降
に
開
催
し
た
い
と
し
て
い
ま
し
た
︒

　
　
し
か
し
︑
現
段
階
で
は
参
加
型
は
今
年
度
も
難
し
い
か
と
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
も
視
野
に
入
れ
︑
ぜ
ひ
︑
何
ら
か
の
形
で
会
員
同
士
を
繋
ぐ
べ
く

　
　
支
部
事
業
を
企
画
し
た
い
で
す
︒
内
容
は
未
定
で
す
が
︑
年
度
内
の
開
催
を

　
　
見
据
え
て
本
部
と
の
打
ち
合
わ
せ
を
重
ね
た
く
思
い
ま
す
︒
詳
細
が
決
定
次
第
︑

　
　
瓜
同
Ｈ
Ｐ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
告
知
し
て
参
り
ま
す
︒︵
菅
村
︶

■
分
科
会
事
業

・
希
望
グ
ル
ー
プ
か
ら
の
申
請
の
受
け
入
れ

２
０
２
０
年
度
瓜
生
山
同
窓
会
事
業
報
告
︵
案
︶

︹
基
︺=

基
本
事
業
︹
特
︺=

特
別
事
業

︹
本
︺=

本
部
事
業
︹
支
︺=

支
部
事
業
︹
分
︺=

分
科
会
事
業

　
２
０
２
０
年…

…
…

　
　
４
　
月
　
６
日
︹
本
︺
第
１
回
役
員
会

　
　
５
　
月
２
４
日
︹
本
︺
第
１
回
三
役
会

　
　
６
　
月
　
　
　
︹
基
︺
会
報
﹃
蒼
天
﹄
発
行

　
　
５
　
月
２
９
日
︹
本
︺
第
２
回
役
員
会

　
　
７
　
月
２
７
日
︹
本
︺
第
３
回
役
員
会

　
　
９
　
月
２
９
日
︹
支
︺
九
州
支
部
会
議

　
　
１
０
月
３
１
日
︹
支
︺
中
部
支
部
会
議

　
　
１
１
月
　
１
日
︹
本
︺
第
４
回
役
員
会

　
　
１
２
月
　
１
日
︹
本
︺
第
５
回
役
員
会

　
　
１
２
月
　
６
日
︹
支
︺
美
唄
支
部
会
議

　
２
０
２
１
年…

…

　
　
１
　
月
２
７
日
︹
本
︺
第
２
回
三
役
会

　
　
２
　
月
２
２
日
︹
支
︺
東
京
支
部
会
議

　
　
３
　
月
　
６
日
︹
支
︺
広
島
支
部
会
議

　
　
３
　
月
１
１
日
︹
支
︺
九
州
支
部
会
議

　
　
４
　
月
　
２
日
︹
本
︺
第
６
回
役
員
会

※

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
為
多
数
の
役
員
会
・
会
議
が
中
止
と
な
り
ま
し
た
︒

■
東
京
支
部
同
窓
会

９
月
２
１
日
︵
月
・
祝
︶
コ
ロ
ナ
禍
で
も

　
工
夫
す
れ
ば
開
催
で
き
る
！
と
オ
ン
ラ
イ
ン

　
Ｗ
Ｓ﹃
夜
光
貝
で
ス
ト
ラ
ッ
プ
を
作
ろ
う
！
﹄

　
を
開
催
︒
京
都
の
キ
ャ
ン
パ
ス
で
歴
史
遺
産

　
学
科
の
岡
田
文
男
先
生
を
お
招
き
し
︑
９
０

　
名
の
参
加
者
は
ご
自
宅
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
で

　
繋
が
り
ま
し
た
︒

自
粛
が
続
く
中
︑
ご
家
族
と
共
に
夜
光
貝
を

　
ひ
た
す
ら
磨
き
︑
先
生
か
ら
の
お
話
も
伺
え

　
古
の
工
芸
品
の
技
術
の
高
さ
に
も
触
れ
た

　
学
び
の
一
日
と
な
り
︑
参
加
者
か
ら
楽
し
か

　
っ
た
と
の
声
を
沢
山
頂
戴
し
︑
先
生
も
お
喜

　
び
で
し
た
︒︵
矢
渡
︶

※

東
京
以
外
の
支
部
事
業
は
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
為
中
止
と
な
り
ま
し
た
︒

2021 年度　瓜生山同窓会三役紹介

副会長　小川 文齋
京都造形芸術大学　1996 年度卒
京都造形芸術大学　大学院　1998 年度卒
彫刻コース
自分を一言でいうと：温和で大雑把

抱負：大学院卒業後、家業を継ぐために陶芸の修行に入り、日展や個展などで作品を発表しながら
作家として活動しながら、彫刻コースの分科会展などに出品してまいりましたが、2014 年に六代
小川文齋を継承し、6 年前に瓜生山同窓会のお話を頂き同窓会運営に関わらせて頂いております。
仕事柄京都を離れにくいため、主に蒼天編集や法人化に関して担当させて頂いています。同窓会が
大学に与える影響力も考えながら、会員の皆様に大学の今、そして卒業生の関われることを、会長
のキーワード「生涯学習」のもと発信していきたいと考えています。

○
第
一
号
議
案
　
２
０
２
０
年
度
　
事
業
報
告
に
関
す
る
件

○
第
三
号
議
案
　
２
０
２
１
年
度
　
事
業
計
画
に
関
す
る
件

○
第
二
号
議
案
　
２
０
２
０
年
度
　
決
算
報
告
に
関
す
る
件

○
第
四
号
議
案
　
２
０
２
１
年
度
　
事
業
予
算
に
関
す
る
件

蒼
天
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京
都
芸
術
大
学

京
都
芸
術
短
期
大
学

瓜
生
山
同
窓
会
会
報

編
集
・
発
行
:
瓜
生
山
同
窓
会
事
務
局

〒
６
０
６‐

８
２
７
１
　

京
都
市
左
京
区
北
白
川
瓜
生
山
２‐

１
１
６

http://w
w

w
.uridou.jp/

瓜生山同窓会 HP

京都芸術大学 HP

HCD２０２１開催決定！！
２０２１年度総会

２０２１年度役員紹介
瓜生山同窓会三役紹介

２
０
２
０
年
度
:
役
員
紹
介

︻
役
員
︼

会
　
長
　
:
冨
家
裕
久
︵
大
学
:
環
境
デ
ザ
イ
ン
１
９
９
５
年
度
卒
︶

副
会
長
　
:
渡
部
隆
志
︵
短
大
:
ビ
ジ
ュ
ア
ル
デ
ザ
イ
ン
１
９
８
７
年
度
卒
︶

副
会
長
　
:
小
川
文
齋
︵
大
学
:
彫
刻
１
９
９
６
年
度
卒
︶

会
　
計
　
:
北
川
真
理
子
︵
大
学
:
文
化
財
科
学
１
９
９
９
年
度
卒
︶

書
　
記
　
:
高
橋
保
世
︵
大
学
:
現
代
美
術･

写
真
２
０
１
７
年
度
卒
︶

直
前
会
長
:
菱
田
太
郎
︵
大
学
:
彫
刻
１
９
９
５
年
度
卒
︶

庶
　
務
　
:
北
村
奈
世
︵
大
学
:
染
織
２
０
０
１
年
度
卒
︶

庶
　
務
　
:
岸
田
あ
ゆ
ち
︵
短
大
:
立
体
１
９
９
０
年
度
卒
︶

庶
　
務
　
:
中
井
芙
美
︵
大
学
:
環
境
デ
ザ
イ
ン
２
０
１
２
年
度
卒
︶

監
　
査
　
:
森
梨
絵
︵
大
学
:
こ
ど
も
芸
術
学
科
２
０
１
０
年
度
卒
︶

︿
幹
事
﹀

山
本
慶
太
︵
大
学
:
芸
術
学
１
９
９
７
年
度
卒
︶

吉
村
龍
二
︵
短
大
:
美
学
美
術
史
１
９
８
９
年
度
卒
︶

北
川
真
理
子
︵
大
学
:
文
化
財
科
学
１
９
９
９
年
度
卒
︶

奥
村
直
美
︵
大
学
:
映
像
芸
術
２
０
０
２
年
度
卒
︶

池
田
亜
耶
子
︵
短
大
:
映
像
１
９
９
７
年
度
卒
︶

枡
谷
雄
一
郎
︵
大
学
:
映
像
・
舞
台
芸
術
学
科
２
０
０
３
年
度
卒
︶

後
藤
吉
晃
︵
大
学
:
日
本
画
２
０
０
５
年
度
卒
︶

内
藤
邦
博
︵
短
大
:
日
本
画
１
９
９
０
年
度
卒
︶

岡
林
真
由
子
︵
大
学
:
洋
画
２
０
０
５
年
度
卒
︶

山
本
芳
正
︵
短
大
:
洋
画
１
９
８
０
年
度
卒
︶

塚
本
敬
次
︵
大
学
:
彫
刻
１
９
９
７
年
度
卒
︶

岸
田
あ
ゆ
ち
︵
短
大
:
立
体
１
９
９
０
年
度
卒
︶

田
中
良
昭
︵
短
大
:
陶
芸
１
９
７
８
年
度
卒
︶

西
木
宏
和
︵
大
学
通
信
:
陶
芸
２
０
０
１
年
度
卒
︶

志
村
徹
也
︵
短
大
:
染
織
１
９
９
０
年
度
卒
︶

北
村
奈
世
︵
大
学
:
染
織
２
０
０
１
年
度
卒
︶

バ
ロ
ン
利
名
︵
短
大
:
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
１
９
９
１
年
度
卒
︶

野
口
学
︵
大
学
:
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
２
０
０
２
年
度
卒
︶

遠
藤
伸
也
︵
大
学
:
空
間
デ
ザ
イ
ン
２
０
０
２
年
度
卒
︶

山
田
麗
音
︵
大
学
:
情
報
デ
ザ
イ
ン
２
０
０
８
年
度
卒
︶

渡
部
隆
志
︵
短
大
:
ビ
ジ
ュ
ア
ル
デ
ザ
イ
ン
１
９
８
７
年
度
卒
︶

杉
本
尚
也
︵
大
学
:
環
境
デ
ザ
イ
ン
１
９
９
７
年
度
卒
︶

木
村
行
伸
︵
短
大
:
イ
ン
テ
リ
ア
２
０
０
０
年
度
卒
︶

片
石
高
幸
︵
短
大
:
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
１
９
８
１
年
度
卒
︶

森
梨
絵
︵
大
学
:
こ
ど
も
芸
術
学
科
２
０
１
０
年
度
卒
︶

柳
原
樹
︵
大
学
:
プ
ロ
ダ
ク
ト
デ
ザ
イ
ン
２
０
１
４
年
度
卒
︶

︿
支
部
﹀

︻
北
海
道
︼

支
部
長
　
:
中
田
登
︵
大
学
通
信
:
洋
画
２
０
０
４
年
度
卒
︶

副
支
部
長
:
五
十
嵐
伸
幸
︵
大
学
通
信
:
陶
芸
２
０
０
５
年
度
卒
︶

　
　
　
　
　
佐
藤
き
わ
子
︵
大
学
通
信
:
染
織
２
０
０
５
年
度
卒
︶

　
　
　
　
　
北
百
合
子
︵
大
学
通
信
:
日
本
画
２
０
１
１
年
度
卒
︶

︻
美
唄
︵
北
海
道
︶︼

支
部
長
　
:
五
十
嵐
伸
幸
︵
大
学
通
信
:
陶
芸
２
０
０
５
年
度
卒
︶

　
　
　
　
　
大
井
恵
子
︵
大
学
通
信
:
陶
芸
２
０
０
２
年
度
卒
︶

　
　
　
　
　
佐
藤
き
わ
子
︵
大
学
通
信
:
染
織
２
０
０
５
年
度
卒
︶

　
　
　
　
　
田
中
野
穂
︵
休
養
中
︶︵
大
学
:
陶
芸
２
０
０
９
年
度
卒
︶

　
　
　
　
　
早
野
素
子
︵
大
学
:
彫
刻
１
９
９
４
年
度
卒
︶

︻
東
京
︼

支
部
長
　
:
矢
渡
由
香
︵
短
大
:
イ
ン
テ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
１
９
９
４
年
度
卒
︶

副
支
部
長
:
穴
吹
佳
代
︵
短
大
:
染
織
１
９
９
９
年
度
卒
︶

　
　
　
　
　
長
谷
川
雅
啓
︵
大
学
:
文
化
財
科
学
１
９
９
８
年
度
卒
︶

　
　
　
　
　
目
良
義
夫
︵
短
大
:
イ
ン
テ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
１
９
８
６
年
度
卒
︶

︻
長
野
︼

支
部
長
　
:
塚
原
延
夫
︵
大
学
通
信
:
芸
術
学
２
０
０
４
年
度
卒
︶

︻
中
部
︼

支
部
長
　
:
宮
崎
敦
子
︵
大
学
通
信
:
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
デ
ザ
イ
ン
２
０
０
３
年
度
卒
︶

　
　
　
　
　
大
谷
瑞
穂
︵
大
学
:
日
本
画
１
９
９
９
年
度
卒
︶

︻
兵
庫
︼

支
部
長
　
:
小
川
陽
平
︵
大
学
院
:
環
境
デ
ザ
イ
ン
２
０
０
６
年
度
卒
︶

副
支
部
長
:
松
本
圭
介
︵
大
学
:
環
境
デ
ザ
イ
ン
２
０
０
５
年
度
卒
︶

会
　
　
計
:
東
郷
剛
宗
︵
大
学
:
環
境
デ
ザ
イ
ン
２
０
１
０
年
度
卒
︶

書
　
　
記
:
元
市
通
夫(

大
学
:
環
境
デ
ザ
イ
ン
学
科
・
２
０
０
４
年
度
卒)

庶
　
　
務
:
松
本
絢
子
︵
大
学
:
空
間
演
出
デ
ザ
イ
ン
学
科
・
２
０
１
１
年
度
卒
︶

庶
　
　
務
:
坂
口
あ
か
り
︵
大
学
:
美
術
工
芸
学
科
・
２
０
１
１
年
度
卒
︶

︻
香
川
︼

支
部
長
　
:
清
水
晃
︵
短
大
:
ビ
ジ
ュ
ア
ル
デ
ザ
イ
ン
１
９
７
９
年
度
卒
︶

︻
岡
山
︼

支
部
長
　
:
仁
城
亮
彦
︵
大
学
:
情
報
デ
ザ
イ
ン
１
９
９
４
年
度
卒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
学
通
信
:
芸
術
学
２
０
０
８
年
度
卒
︶

︻
広
島
︼

支
部
長
　
:
河
本
茂
︵
短
大
:
建
築
デ
ザ
イ
ン
１
９
９
０
年
度
卒
︶

副
支
部
長
:
木
村
理
恵
︵
短
大
:
洋
画
２
０
０
０
年
度
卒
︶

︻
九
州
︼

支
部
長
　
:
菅
村
麻
衣
子
︵
大
学
:
芸
術
学
１
９
９
４
年
度
卒
︶

　
　
　
　
　
砂
原
勇
紀
︵
大
学
:
環
境
デ
ザ
イ
ン
２
０
０
６
年
度
卒
︶

　
　
　
　
　
砂
原
明
子
︵
大
学
:
美
術
工
芸
２
０
０
６
年
度
卒
︶

　
２
０
２
１
年
４
月
︑
尾
池
和
夫
先
生
の

後
任
と
し
て
第
６
代
学
長
に
着
任
し
ま
し
た
︒

本
学
は
創
立
３
０
周
年
を
迎
え
︑
通
学
部
︑

通
信
教
育
部
を
合
わ
せ
る
と
学
生
数

１
０
０
０
０
名
を
超
え
る
︑
日
本
で
も
っ
と
も

大
き
な
規
模
の
芸
術
大
学
に
な
り
ま
し
た
︒

人
生
１
０
０
年
時
代
の
本
学
の
使
命
は
︑

１
０
代
︑
２
０
代
の
若
い
人
た
ち
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
︑
８
０
代
︑
９
０
代
に
至
る
ま
で
︑

ど
の
世
代
の
人
た
ち
に
と
っ
て
も
魅
力
あ
る
︑

質
の
高
い
芸
術
教
育
を
実
践
す
る
こ
と
で

あ
る
と
考
え
ま
す
︒

毎
年
力
作
が
展
示
さ
れ
る
卒
業
展
︑

春
秋
座
の
舞
台
公
演
や
和
太
鼓
演
奏
︑

個
性
あ
ふ
れ
る
美
し
い
ね
ぶ
た
の
数
々
な
ど
︑

同
窓
の
皆
さ
ま
に
ご
覧
に
な
っ
て
頂
き
た
い

と
願
っ
て
い
ま
す
︒

コ
ロ
ナ
後
の
日
常
が
戻
り
ま
し
た
ら
︑

ぜ
ひ
京
都
瓜
生
山
の
地
︑

５
９
段
の
大
階
段
の
上
に
立
つ

学
舎
を
お
訪
ね
く
だ
さ
い
︒

𠮷
川
左
紀
子

「学校法人瓜生山学園
ホームカミングデー２０２１」

開催決定！

開催日：２０２１年１０月３０日（土）※事前申込制
会場：オンライン開催

年に一度、懐かしい友人や先生方との
「再会」を楽しめる日、

瓜生山学園の「ホームカミングデー」を開催します！

昨年は新型コロナウイルスの影響で
開催することができませんでしたが、

今年はオンライン開催だからこそ実現できる、
世界中どこにいても参加できる

ホームカミングデーを準備しています。

今年のテーマは「つなぐ」。

ホームカミングデーのテーマが
自動詞の「つなぐ」なのは、

瓜生山学園と同窓会が、
みなさんとつながり続けたいという意思の表明です。

イベント企画の内容は現在進行中ですが、
特別授業や懇親会など、楽しい企画を計画しています。

いま大学でどんな授業が行われているのか、
学生気分にもどって体験してみませんか !?
懐かしい恩師にも出会えるかもしれません。

当時のキャンパスが
どのように成長していっているのかもお見せします。

懐かしい思い出と、進化し続けるいまの大学が
１０月３０日につながります。

/// 現在計画中の企画
・ホームカミングデー式典

・瓜生山芸術賞授賞式
・松陰芸術賞授賞式

・あの先生の特別授業
・なつかしの顔が揃う懇親会

　etc

懇親会は、エントリー式の
オンライン懇親会を予定しています。

どんな懇親会にするかは卒業生の皆さん次第です。
ご友人を誘って、ぜひエントリーしてください。

クラブやサークル、プロジェクト OB・OG、
あのマドンナを囲む会など ... どんな仲間でも結構です。

詳細はホームカミングデー特設サイト
にてお知らせいたします。

URL: http://www.uridou.jp/hcd/2021/　　　　
※２０２１年７月下旬公開予定

恩師とつながり、
なつかしい友人とつながり、

そこからまた新しい明日を築いていきましょう。

皆さまのご参加をお待ちしています。

------------------
お問い合わせ

瓜生山同窓会学内事務局
E-MAIL: uridou@office.kyoto-art.ac.jp

------------------

第６代学長
𠮷川 左紀子 先生

ご就任



どうぞよろしくお願い致します。

2021 年度　瓜生山同窓会
通常総会　議事一覧

○第一号議案　2020 年度　事業報告に関する件
○第二号議案　2020 年度　決算報告に関する件
○第三号議案　2021 年度　事業計画に関する件
○第四号議案　2021 年度　事業予算に関する件
採決期限：2021 年８月９日（月）

ご質問は 2021 年 7 月 31 日（土）までに同封の
質問書を用いて FAX して頂くかメールにてお願い致します。
FAX：075－791－8246
メールアドレス：urido.info@gmail.com

蒼天に同封のお葉書にて、各議案に関しての賛否を
ご返答頂きますようお願い致します。
はがきは料金受取人払となっております。
何も記載なしで返信されたはがきは承認と読み返させて頂きます。

会長　冨家 裕久
京都造形芸術大学　1995 年度卒
京都造形芸術大学　大学院　1997 年度卒
環境デザインコース
自分を一言でいうと：恵比須顔

抱負：大学院卒業後、短い期間でしたが建築設計の仕事を務め、早期に独立し現在まで建築設計
事務所を運営しています。過去には母校に非常勤講師として拾っていただいた経験もあり、母校
に対して並々ならぬ思いがあります。事務所のスタッフは 2 名ですが環境デザインコースからの
就職です。同窓会会長を 3 期、5 年目を迎えました。会長としてすべきことも随分学ばせていた
だきました。今期からは同窓会活動の主たる目的として「生涯学習」をキーワードにした事業展
開を進めていきたと考えています。

副会長　渡部 隆志

    1989 年度卒

京都芸術短期大学 専攻科 ビジュアルデザインコース　修了

自分を一言でいうと：山簡倒載

抱負：専攻科修了後、当時のビジュアルデザイン研究室において副手 , 助手を経験させていただき
ました。その後いくつかの芸術系大学への講師としての出講を経て、2003 年に大阪電気通信大学
に着任、2019 年から総合情報学部長を務めています。大学教員として、同窓会が大学の活動に与
える効果を近いところで実感していますので、瓜生山同窓会の運営においても、大学とのつながり
をしっかり結んでまいりたいと考えています。

２
０
２
１
年
度
事
業
計
画
︵
案
︶

■
本
部
事
業

・
蒼
天
発
行
︵
紙
面
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
︑Ｗ
Ｅ
Ｂ
へ
の
誘
導
強
化
︶

・
総
会
︵
恐
ら
く
は
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
紙
面
開
催
ま
た
リ
モ
ー
ト
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
︶

⇒
例
年
し
て
き
た
京
都
開
催
の
連
動
企
画
の
扱
い
は
保
留

・W
EB

広
報
の
強
化

︵
フ
ェ
ー
ス
ブ
ッ
ク
・
ツ
イ
ッ
タ
ー
・
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
及
び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
︶

⇒
専
任
者
の
設
置
し
定
期
的
情
報
更
新
の
安
定
化

・
２
０
２
１
年
度
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
の
大
学
と
の
連
携

　
　
⇒
東
京
支
部
事
業
と
の
連
動

・
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
展
援
助

・
生
涯
学
習
︑
教
員
派
遣
制
度
の
構
築

・
学
生
支
援
事
業
︵
食
事
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
︑
卒
業
生
記
念
品
贈
呈
︑

　
　
卒
展
同
窓
会
賞
︑
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
特
別
賞
︑
ね
ぶ
た
同
窓
会
賞
︶

※

コ
ー
ス
幹
事
の
在
り
方
検
討
︑

　
　
今
年
度
の
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
に
向
け
て
の
対
応
検
討

※

法
人
化
ワ
ー
キ
ン
グ
ル
ー
プ
の
再
開

※

本
部
主
催
全
国
キ
ャ
ラ
バ
ン
イ
ベ
ン
ト
の
検
討
︵
コ
ロ
ナ
禍
明
け
に
向
け
て
︶

　
・
Ｈ
Ｃ
Ｄ

　
　
１
０
月
３
０
日
︵
土
︶
の
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
に
合
わ
せ
︑
瓜
生
山
同
窓
会

　
　
で
も
大
変
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
︑
美
術
工
芸
学
科
の

　
　
八
幡
は
る
み
先
生
︵
染
織
テ
キ
ス
タ
イ
ル
︶︑

　
　
柴
田
純
生
先
生
︵
総
合
造
形
︶

　
　
の
オ
ン
ラ
イ
ン
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
開
催
い
た
し
ま
す
︒

　
　
お
二
方
に
は
全
国
各
地
の
同
窓
会
支
部
で
講
演
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
講
師
を

　
　
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
︑
い
つ
も
会
員
に
大
好
評
︒

　
　
様
々
な
場
所
で
同
窓
会
員
と
交
流
を
重
ね
て
こ
ら
れ
た
先
生
方
か
ら
︑

　
　
ど
ん
な
裏
話
が
飛
び
出
す
か
楽
し
み
で
す
︒︵
菱
田
︶

■
支
部
事
業

・
北
海
道
︑
美
唄
︑
東
京
︑
中
部
︑
兵
庫
︑
広
島
︑
九
州
の
活
動
支
援

⇒
中
部
支
部
掘
り
起
こ
し
イ
ベ
ン
ト
を
本
部
主
催
で
の
検
討

・
美
唄
支
部

本
年
度
は
６
／
５
に
リ
モ
ー
トW

S

︑

　
　
６
／
１
２
~
２
０
︑
ア
ル
テ
ピ
ア
ッ
ツ
ァ

　
　
美
唄
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
﹃BIBAI

で
ア
ー
ト

　
　
＆
教
員
と
北
海
道
Ｏ
Ｂ
展
﹄
を
開
催

　
　
す
べ
く
準
備
を
進
め
て
お
り
ま
し
た
が

(

Ｄ
Ｍ
は
配
布
済)

北
海
道
で
も
緊
急
事

　
　
態
宣
言
が
延
長
さ
れ
︑
苦
渋
の
選
択
で

　
　
展
覧
会
は
直
前
で
の
中
止
と
な
り
ま
し
た
︒

　
　
Ｗ
Ｓ
に
つ
い
て
は
大
学
よ
り
柴
田
純
生
先
生

　
　
に
よ
る
﹁
針
金
ド
ロ
ー
イ
ン
グ
~
自
画
像
を

　
　
描
く
﹂
を
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
で
開
催
︑
リ
モ
ー
ト
で

　
　
し
た
が
き
め
細
や
か
な
ご
指
導
の
も
と
有
意

　
　
義
な
事
業
と
な
り
ま
し
た
︒︵
佐
藤
︶

・
東
京
支
部

今
年
も
や
り
ま
す
オ
ン
ラ
イ
ン
！

　
　
自
分
の
色
を
見
つ
け
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
！

　
　
染
織
テ
キ
ス
タ
イ
ル
コ
ー
ス
の
八
幡
は
る
み
先
生
を
お
招
き
し

　
　﹃
日
本
の
色
﹄
を
テ
ー
マ
と
し
て
︻
自
分
の
色
︼
を
見
つ
け
た
い
と
思
い
ま
す
！

　
　
開
催
日
:
１
１
月
２
７
日
︵
土
︶

※

詳
細
は
決
ま
り
次
第
お
知
ら
せ
し
ま
す
︒︵
矢
渡
︶

・
広
島
支
部

広
島
支
部
で
は
開
催
予
定
で
あ
っ
た
﹁
鞆
︑
散
策
ス
ケ
ッ
チ
﹂
と
﹁
尾
道
︑

ロ
ケ
地
を
め
ぐ
る
﹂
を
１
泊
２
日
で
企
画
中
で
す
︒

　
　
開
催
時
期
は
こ
の
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
で
考
え
て
い
ま
す
︒

コ
ロ
ナ
禍
で
は
あ
り
ま
す
が
︑
準
備
を
進
め
て
い
き
た
い

　
　
と
思
っ
て
い
ま
す
︒︵
河
本
︶

・
九
州
支
部

　
　
九
州
支
部
で
は
︑
昨
年
度
末
の
企
画
案
で
は
感
染
防
止
対
策
を
万
全
の
上
︑

　
　
２
年
振
り
と
な
る
参
加
型
の
事
業
を
秋
以
降
に
開
催
し
た
い
と
し
て
い
ま
し
た
︒

　
　
し
か
し
︑
現
段
階
で
は
参
加
型
は
今
年
度
も
難
し
い
か
と
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
も
視
野
に
入
れ
︑
ぜ
ひ
︑
何
ら
か
の
形
で
会
員
同
士
を
繋
ぐ
べ
く

　
　
支
部
事
業
を
企
画
し
た
い
で
す
︒
内
容
は
未
定
で
す
が
︑
年
度
内
の
開
催
を

　
　
見
据
え
て
本
部
と
の
打
ち
合
わ
せ
を
重
ね
た
く
思
い
ま
す
︒
詳
細
が
決
定
次
第
︑

　
　
瓜
同
Ｈ
Ｐ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
告
知
し
て
参
り
ま
す
︒︵
菅
村
︶

■
分
科
会
事
業

・
希
望
グ
ル
ー
プ
か
ら
の
申
請
の
受
け
入
れ

２
０
２
０
年
度
瓜
生
山
同
窓
会
事
業
報
告
︵
案
︶

︹
基
︺=

基
本
事
業
︹
特
︺=

特
別
事
業

︹
本
︺=

本
部
事
業
︹
支
︺=

支
部
事
業
︹
分
︺=

分
科
会
事
業

　
２
０
２
０
年…

…
…

　
　
４
　
月
　
６
日
︹
本
︺
第
１
回
役
員
会

　
　
５
　
月
２
４
日
︹
本
︺
第
１
回
三
役
会

　
　
６
　
月
　
　
　
︹
基
︺
会
報
﹃
蒼
天
﹄
発
行

　
　
５
　
月
２
９
日
︹
本
︺
第
２
回
役
員
会

　
　
７
　
月
２
７
日
︹
本
︺
第
３
回
役
員
会

　
　
９
　
月
２
９
日
︹
支
︺
九
州
支
部
会
議

　
　
１
０
月
３
１
日
︹
支
︺
中
部
支
部
会
議

　
　
１
１
月
　
１
日
︹
本
︺
第
４
回
役
員
会

　
　
１
２
月
　
１
日
︹
本
︺
第
５
回
役
員
会

　
　
１
２
月
　
６
日
︹
支
︺
美
唄
支
部
会
議

　
２
０
２
１
年…

…

　
　
１
　
月
２
７
日
︹
本
︺
第
２
回
三
役
会

　
　
２
　
月
２
２
日
︹
支
︺
東
京
支
部
会
議

　
　
３
　
月
　
６
日
︹
支
︺
広
島
支
部
会
議

　
　
３
　
月
１
１
日
︹
支
︺
九
州
支
部
会
議

　
　
４
　
月
　
２
日
︹
本
︺
第
６
回
役
員
会

※

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
為
多
数
の
役
員
会
・
会
議
が
中
止
と
な
り
ま
し
た
︒

■
東
京
支
部
同
窓
会

９
月
２
１
日
︵
月
・
祝
︶
コ
ロ
ナ
禍
で
も

　
工
夫
す
れ
ば
開
催
で
き
る
！
と
オ
ン
ラ
イ
ン

　
Ｗ
Ｓ﹃
夜
光
貝
で
ス
ト
ラ
ッ
プ
を
作
ろ
う
！
﹄

　
を
開
催
︒
京
都
の
キ
ャ
ン
パ
ス
で
歴
史
遺
産

　
学
科
の
岡
田
文
男
先
生
を
お
招
き
し
︑
９
０

　
名
の
参
加
者
は
ご
自
宅
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
で

　
繋
が
り
ま
し
た
︒

自
粛
が
続
く
中
︑
ご
家
族
と
共
に
夜
光
貝
を

　
ひ
た
す
ら
磨
き
︑
先
生
か
ら
の
お
話
も
伺
え

　
古
の
工
芸
品
の
技
術
の
高
さ
に
も
触
れ
た

　
学
び
の
一
日
と
な
り
︑
参
加
者
か
ら
楽
し
か

　
っ
た
と
の
声
を
沢
山
頂
戴
し
︑
先
生
も
お
喜

　
び
で
し
た
︒︵
矢
渡
︶

※

東
京
以
外
の
支
部
事
業
は
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
為
中
止
と
な
り
ま
し
た
︒

2021 年度　瓜生山同窓会三役紹介

副会長　小川 文齋
京都造形芸術大学　1996 年度卒
京都造形芸術大学　大学院　1998 年度卒
彫刻コース
自分を一言でいうと：温和で大雑把

抱負：大学院卒業後、家業を継ぐために陶芸の修行に入り、日展や個展などで作品を発表しながら
作家として活動しながら、彫刻コースの分科会展などに出品してまいりましたが、2014 年に六代
小川文齋を継承し、6 年前に瓜生山同窓会のお話を頂き同窓会運営に関わらせて頂いております。
仕事柄京都を離れにくいため、主に蒼天編集や法人化に関して担当させて頂いています。同窓会が
大学に与える影響力も考えながら、会員の皆様に大学の今、そして卒業生の関われることを、会長
のキーワード「生涯学習」のもと発信していきたいと考えています。

○
第
一
号
議
案
　
２
０
２
０
年
度
　
事
業
報
告
に
関
す
る
件

○
第
三
号
議
案
　
２
０
２
１
年
度
　
事
業
計
画
に
関
す
る
件

○
第
二
号
議
案
　
２
０
２
０
年
度
　
決
算
報
告
に
関
す
る
件

○
第
四
号
議
案
　
２
０
２
１
年
度
　
事
業
予
算
に
関
す
る
件
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HCD２０２１開催決定！！
２０２１年度総会

２０２１年度役員紹介
瓜生山同窓会三役紹介

２
０
２
０
年
度
:
役
員
紹
介

︻
役
員
︼

会
　
長
　
:
冨
家
裕
久
︵
大
学
:
環
境
デ
ザ
イ
ン
１
９
９
５
年
度
卒
︶

副
会
長
　
:
渡
部
隆
志
︵
短
大
:
ビ
ジ
ュ
ア
ル
デ
ザ
イ
ン
１
９
８
７
年
度
卒
︶

副
会
長
　
:
小
川
文
齋
︵
大
学
:
彫
刻
１
９
９
６
年
度
卒
︶

会
　
計
　
:
北
川
真
理
子
︵
大
学
:
文
化
財
科
学
１
９
９
９
年
度
卒
︶

書
　
記
　
:
高
橋
保
世
︵
大
学
:
現
代
美
術･

写
真
２
０
１
７
年
度
卒
︶

直
前
会
長
:
菱
田
太
郎
︵
大
学
:
彫
刻
１
９
９
５
年
度
卒
︶

庶
　
務
　
:
北
村
奈
世
︵
大
学
:
染
織
２
０
０
１
年
度
卒
︶

庶
　
務
　
:
岸
田
あ
ゆ
ち
︵
短
大
:
立
体
１
９
９
０
年
度
卒
︶

庶
　
務
　
:
中
井
芙
美
︵
大
学
:
環
境
デ
ザ
イ
ン
２
０
１
２
年
度
卒
︶

監
　
査
　
:
森
梨
絵
︵
大
学
:
こ
ど
も
芸
術
学
科
２
０
１
０
年
度
卒
︶

︿
幹
事
﹀

山
本
慶
太
︵
大
学
:
芸
術
学
１
９
９
７
年
度
卒
︶

吉
村
龍
二
︵
短
大
:
美
学
美
術
史
１
９
８
９
年
度
卒
︶

北
川
真
理
子
︵
大
学
:
文
化
財
科
学
１
９
９
９
年
度
卒
︶

奥
村
直
美
︵
大
学
:
映
像
芸
術
２
０
０
２
年
度
卒
︶

池
田
亜
耶
子
︵
短
大
:
映
像
１
９
９
７
年
度
卒
︶

枡
谷
雄
一
郎
︵
大
学
:
映
像
・
舞
台
芸
術
学
科
２
０
０
３
年
度
卒
︶

後
藤
吉
晃
︵
大
学
:
日
本
画
２
０
０
５
年
度
卒
︶

内
藤
邦
博
︵
短
大
:
日
本
画
１
９
９
０
年
度
卒
︶

岡
林
真
由
子
︵
大
学
:
洋
画
２
０
０
５
年
度
卒
︶

山
本
芳
正
︵
短
大
:
洋
画
１
９
８
０
年
度
卒
︶

塚
本
敬
次
︵
大
学
:
彫
刻
１
９
９
７
年
度
卒
︶

岸
田
あ
ゆ
ち
︵
短
大
:
立
体
１
９
９
０
年
度
卒
︶

田
中
良
昭
︵
短
大
:
陶
芸
１
９
７
８
年
度
卒
︶

西
木
宏
和
︵
大
学
通
信
:
陶
芸
２
０
０
１
年
度
卒
︶

志
村
徹
也
︵
短
大
:
染
織
１
９
９
０
年
度
卒
︶

北
村
奈
世
︵
大
学
:
染
織
２
０
０
１
年
度
卒
︶

バ
ロ
ン
利
名
︵
短
大
:
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
１
９
９
１
年
度
卒
︶

野
口
学
︵
大
学
:
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
２
０
０
２
年
度
卒
︶

遠
藤
伸
也
︵
大
学
:
空
間
デ
ザ
イ
ン
２
０
０
２
年
度
卒
︶

山
田
麗
音
︵
大
学
:
情
報
デ
ザ
イ
ン
２
０
０
８
年
度
卒
︶

渡
部
隆
志
︵
短
大
:
ビ
ジ
ュ
ア
ル
デ
ザ
イ
ン
１
９
８
７
年
度
卒
︶

杉
本
尚
也
︵
大
学
:
環
境
デ
ザ
イ
ン
１
９
９
７
年
度
卒
︶

木
村
行
伸
︵
短
大
:
イ
ン
テ
リ
ア
２
０
０
０
年
度
卒
︶

片
石
高
幸
︵
短
大
:
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
１
９
８
１
年
度
卒
︶

森
梨
絵
︵
大
学
:
こ
ど
も
芸
術
学
科
２
０
１
０
年
度
卒
︶

柳
原
樹
︵
大
学
:
プ
ロ
ダ
ク
ト
デ
ザ
イ
ン
２
０
１
４
年
度
卒
︶

︿
支
部
﹀

︻
北
海
道
︼

支
部
長
　
:
中
田
登
︵
大
学
通
信
:
洋
画
２
０
０
４
年
度
卒
︶

副
支
部
長
:
五
十
嵐
伸
幸
︵
大
学
通
信
:
陶
芸
２
０
０
５
年
度
卒
︶

　
　
　
　
　
佐
藤
き
わ
子
︵
大
学
通
信
:
染
織
２
０
０
５
年
度
卒
︶

　
　
　
　
　
北
百
合
子
︵
大
学
通
信
:
日
本
画
２
０
１
１
年
度
卒
︶

︻
美
唄
︵
北
海
道
︶︼

支
部
長
　
:
五
十
嵐
伸
幸
︵
大
学
通
信
:
陶
芸
２
０
０
５
年
度
卒
︶

　
　
　
　
　
大
井
恵
子
︵
大
学
通
信
:
陶
芸
２
０
０
２
年
度
卒
︶

　
　
　
　
　
佐
藤
き
わ
子
︵
大
学
通
信
:
染
織
２
０
０
５
年
度
卒
︶

　
　
　
　
　
田
中
野
穂
︵
休
養
中
︶︵
大
学
:
陶
芸
２
０
０
９
年
度
卒
︶

　
　
　
　
　
早
野
素
子
︵
大
学
:
彫
刻
１
９
９
４
年
度
卒
︶

︻
東
京
︼

支
部
長
　
:
矢
渡
由
香
︵
短
大
:
イ
ン
テ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
１
９
９
４
年
度
卒
︶

副
支
部
長
:
穴
吹
佳
代
︵
短
大
:
染
織
１
９
９
９
年
度
卒
︶

　
　
　
　
　
長
谷
川
雅
啓
︵
大
学
:
文
化
財
科
学
１
９
９
８
年
度
卒
︶

　
　
　
　
　
目
良
義
夫
︵
短
大
:
イ
ン
テ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
１
９
８
６
年
度
卒
︶

︻
長
野
︼

支
部
長
　
:
塚
原
延
夫
︵
大
学
通
信
:
芸
術
学
２
０
０
４
年
度
卒
︶

︻
中
部
︼

支
部
長
　
:
宮
崎
敦
子
︵
大
学
通
信
:
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
デ
ザ
イ
ン
２
０
０
３
年
度
卒
︶

　
　
　
　
　
大
谷
瑞
穂
︵
大
学
:
日
本
画
１
９
９
９
年
度
卒
︶

︻
兵
庫
︼

支
部
長
　
:
小
川
陽
平
︵
大
学
院
:
環
境
デ
ザ
イ
ン
２
０
０
６
年
度
卒
︶

副
支
部
長
:
松
本
圭
介
︵
大
学
:
環
境
デ
ザ
イ
ン
２
０
０
５
年
度
卒
︶

会
　
　
計
:
東
郷
剛
宗
︵
大
学
:
環
境
デ
ザ
イ
ン
２
０
１
０
年
度
卒
︶

書
　
　
記
:
元
市
通
夫(

大
学
:
環
境
デ
ザ
イ
ン
学
科
・
２
０
０
４
年
度
卒)

庶
　
　
務
:
松
本
絢
子
︵
大
学
:
空
間
演
出
デ
ザ
イ
ン
学
科
・
２
０
１
１
年
度
卒
︶

庶
　
　
務
:
坂
口
あ
か
り
︵
大
学
:
美
術
工
芸
学
科
・
２
０
１
１
年
度
卒
︶

︻
香
川
︼

支
部
長
　
:
清
水
晃
︵
短
大
:
ビ
ジ
ュ
ア
ル
デ
ザ
イ
ン
１
９
７
９
年
度
卒
︶

︻
岡
山
︼

支
部
長
　
:
仁
城
亮
彦
︵
大
学
:
情
報
デ
ザ
イ
ン
１
９
９
４
年
度
卒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
学
通
信
:
芸
術
学
２
０
０
８
年
度
卒
︶

︻
広
島
︼

支
部
長
　
:
河
本
茂
︵
短
大
:
建
築
デ
ザ
イ
ン
１
９
９
０
年
度
卒
︶

副
支
部
長
:
木
村
理
恵
︵
短
大
:
洋
画
２
０
０
０
年
度
卒
︶

︻
九
州
︼

支
部
長
　
:
菅
村
麻
衣
子
︵
大
学
:
芸
術
学
１
９
９
４
年
度
卒
︶

　
　
　
　
　
砂
原
勇
紀
︵
大
学
:
環
境
デ
ザ
イ
ン
２
０
０
６
年
度
卒
︶

　
　
　
　
　
砂
原
明
子
︵
大
学
:
美
術
工
芸
２
０
０
６
年
度
卒
︶

　
２
０
２
１
年
４
月
︑
尾
池
和
夫
先
生
の

後
任
と
し
て
第
６
代
学
長
に
着
任
し
ま
し
た
︒

本
学
は
創
立
３
０
周
年
を
迎
え
︑
通
学
部
︑

通
信
教
育
部
を
合
わ
せ
る
と
学
生
数

１
０
０
０
０
名
を
超
え
る
︑
日
本
で
も
っ
と
も

大
き
な
規
模
の
芸
術
大
学
に
な
り
ま
し
た
︒

人
生
１
０
０
年
時
代
の
本
学
の
使
命
は
︑

１
０
代
︑
２
０
代
の
若
い
人
た
ち
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
︑
８
０
代
︑
９
０
代
に
至
る
ま
で
︑

ど
の
世
代
の
人
た
ち
に
と
っ
て
も
魅
力
あ
る
︑

質
の
高
い
芸
術
教
育
を
実
践
す
る
こ
と
で

あ
る
と
考
え
ま
す
︒

毎
年
力
作
が
展
示
さ
れ
る
卒
業
展
︑

春
秋
座
の
舞
台
公
演
や
和
太
鼓
演
奏
︑

個
性
あ
ふ
れ
る
美
し
い
ね
ぶ
た
の
数
々
な
ど
︑

同
窓
の
皆
さ
ま
に
ご
覧
に
な
っ
て
頂
き
た
い

と
願
っ
て
い
ま
す
︒

コ
ロ
ナ
後
の
日
常
が
戻
り
ま
し
た
ら
︑

ぜ
ひ
京
都
瓜
生
山
の
地
︑

５
９
段
の
大
階
段
の
上
に
立
つ

学
舎
を
お
訪
ね
く
だ
さ
い
︒

𠮷
川
左
紀
子

「学校法人瓜生山学園
ホームカミングデー２０２１」

開催決定！

開催日：２０２１年１０月３０日（土）※事前申込制
会場：オンライン開催

年に一度、懐かしい友人や先生方との
「再会」を楽しめる日、

瓜生山学園の「ホームカミングデー」を開催します！

昨年は新型コロナウイルスの影響で
開催することができませんでしたが、

今年はオンライン開催だからこそ実現できる、
世界中どこにいても参加できる

ホームカミングデーを準備しています。

今年のテーマは「つなぐ」。

ホームカミングデーのテーマが
自動詞の「つなぐ」なのは、

瓜生山学園と同窓会が、
みなさんとつながり続けたいという意思の表明です。

イベント企画の内容は現在進行中ですが、
特別授業や懇親会など、楽しい企画を計画しています。

いま大学でどんな授業が行われているのか、
学生気分にもどって体験してみませんか !?
懐かしい恩師にも出会えるかもしれません。

当時のキャンパスが
どのように成長していっているのかもお見せします。

懐かしい思い出と、進化し続けるいまの大学が
１０月３０日につながります。

/// 現在計画中の企画
・ホームカミングデー式典

・瓜生山芸術賞授賞式
・松陰芸術賞授賞式

・あの先生の特別授業
・なつかしの顔が揃う懇親会

　etc

懇親会は、エントリー式の
オンライン懇親会を予定しています。

どんな懇親会にするかは卒業生の皆さん次第です。
ご友人を誘って、ぜひエントリーしてください。

クラブやサークル、プロジェクト OB・OG、
あのマドンナを囲む会など ... どんな仲間でも結構です。

詳細はホームカミングデー特設サイト
にてお知らせいたします。

URL: http://www.uridou.jp/hcd/2021/　　　　
※２０２１年７月下旬公開予定

恩師とつながり、
なつかしい友人とつながり、

そこからまた新しい明日を築いていきましょう。

皆さまのご参加をお待ちしています。

------------------
お問い合わせ

瓜生山同窓会学内事務局
E-MAIL: uridou@office.kyoto-art.ac.jp

------------------

第６代学長
𠮷川 左紀子 先生

ご就任
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